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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

11
月
27
日（
土
）・11
月
28
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
水
）・
１８
日（
木
）・
２９
日

（
月
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
金
）・
２０
日（
月
）・
２４
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
４
期

国
民
健
康
保
険
税
５
期

介
護
保
険
料
５
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
５
期

納
期
限
は
１１
月
３０
日（
火
）で
す

月
11

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

11
月
の
支
払
日

12
月
の
支
払
日

1111 有
料
広
告

コ
ロ
ナ
収
束
を
願
い

　
　
　
　「
秋
の
月
夜
に
大
輪
の
花
火
」

コ
ロ
ナ
収
束
を
願
い

　
　
　
　「
秋
の
月
夜
に
大
輪
の
花
火
」

１０月１７日
元気な下仁田を愛する有志の
皆様による打ち上げ花火

人口
　男
　女
世帯

（　18）
（　 6）
（ 12）
（　 1）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,819人
3,357人
3,462人
3,254世帯

転入  4人/  出生 0人
転出  6人/  死亡 16人

（10月1日現在）

（9月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No787

月月

有
料
広
告

9月届出分〈敬称略・順不同〉

　　　　　 
●町に三千万円の寄付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
●新型コロナウイルスワクチンについて・・・・・・・・・・・P4～P5
●財政状況をお知らせします・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8～P11

トピックス

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（アヤ子）
（宏　行）
（松成恵子）
（渡邉昇）
（原直子）
（園　江）
（武　司）
（澄　子）
（並木千年）
（　博　）
（重　章）
（かつ江）

中　央
仲　町
東　町
大　東
仲　町
東　町
中小坂
東　町
南野牧
東野牧
大桑原
本　宿

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

マイナンバーカード
申請サポート実施中

●住民係窓口にて、顔写真
　を撮影させていただきます。
●初回交付申請は手数料無
　料です。
●一人につき
　約1０分程度

マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中
マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中
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佐
藤
千
代
子
さ
ん（
西
牧
）が
９
月

定
例
議
会
に
お
い
て
議
会
の
同
意
を

得
て
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
４
年

間
、下
仁
田
町
教
育
委
員
と
し
て
引

き
続
き
勤
め
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

下
仁
田
町
教
育
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
か
ら
、佐
藤
千
栄
さ
ん

（
下
仁
田
）が
下
仁
田
町
等
公
平
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。佐
藤
さ
ん

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、２
期
目
の
選

任
と
な
り
ま
す
。４
年
間
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
公
平
委
員
を

　
　
　紹
介
し
ま
す

　「
春
秋
館
」
は
世
界
遺
産
で
あ
る
荒

船
風
穴
蚕
種
貯
蔵
所
の
経
営
母
体
で
、

令
和
3
年
3
月
26
日
に
国
指
定
史
跡

「
荒
船
・
東
谷
風
穴
蚕
種
貯
蔵
所
跡
」

に
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
当
時
の
蚕
種

（
カ
イ
コ
ガ
の
卵
）
を
運
ん
だ
路
を
歩

く
「
荒
船
風
穴
ウ
オ
ー
ク
」
を
開
催
し

ま
す
。荒
船
風
穴
が
操
業
し
た
明
治
〜

昭
和
に
か
け
て
使
わ
れ
た
秋
の
蚕
種

貯
蔵
路
を
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、当
時

に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。参
加

さ
れ
た
方
は
春
秋
館
跡
を
特
別
に
見

学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
令
和
３
年
11
月
13
日
（
土
）

８
時
30
分
〜
12
時
30
分

※

解
散
後
、希
望
者
で
春
秋
館
跡
見
学

（
12
時
30
分
〜
13
時
30
分
）

●
コ
ー
ス
　
荒
船
の
湯
↓
荒
船
風
穴
蚕

種
貯
蔵
所
跡
↓
荒
船
風
穴
駐
車
場
（
4.8

㎞
・
高
低
差
4
9
9
ｍ
の
舗
装
道
路
）

●
募
集
定
員
　
50
名（
先
着
）

●
対
象
　
小
学
生
以
上（
小
学
生
の
参

加
は
保
護
者
同
伴
が
必
要
）

●
参
加
費
　
5
0
0
円（
小
学
生
は
無

料
）

●
特
典
（
予
定
）　
荒
船
の
湯
特
製
弁

当
・
無
料
入
浴
券
、荒
船
風
穴
見
学
無

料
、
風
穴
菓
子
プ
チ
サ
ー
ビ
ス
、
春
秋

館
跡
特
別
見
学（
希
望
者
）

●
応
募
期
間
　
令
和
３
年
10
月
18
日

（
月
）〜
令
和
３
年
11
月
５
日（
金
）

●
申
込
方
法

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
E
メ
ー
ル
等
で
受
付
、
お

名
前
・
性
別
・
生
年
月
日
・
ご
住
所
・

電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

令
和
3
年
度
春
秋
館
跡
国
史
跡
指
定
記
念
事
業

「
荒
船
風
穴
ウ
オ
ー
ク
–
蚕
種
貯
蔵
路
を
歩
く
–
」を
開
催
し
ま
す

●
申
込
先
　
下
仁
田
町
歴
史
館「
荒
船

風
穴
友
の
会
事
務
局
」

☎
82―

5
3
4
5
　

℻
67―

7
7
7
6
　

E
メ
ー
ル
　

bunkazai@
tow
n.shim

onita.lg.jp

　有限会社マル英商事　代表取締役　小井土 英雄 様より、企業版ふるさと納税として、２０００万円、さ
らに、小井土 英雄 様個人として１０００万円の浄財をご寄付頂きました。『ねぎとこんにゃく下仁田奨学
金』などへ活用させていただきます。心より感謝申し上げますとともに、町民の皆さまにお知らせします。

・有限会社　マル英商事（茨城県常総市）
　代表取締役　小井土 英雄 様
　寄付額　金２，０００万円
・小井土 英雄 様個人より
　寄付額　金１，０００万円

●会社概要　
　金属原料及び産業廃棄物、一般廃棄物の再生処理業
　シュレッダーダストから効率的に有価金属の回収・
選別を行う選別技術を開発。
設立20周年を迎えながらも成長を遂げる優良企業

●寄付経緯　
　マル英商事　小井土代表取締役は、下仁田町出身で、茨城県常総市において１９９８年に金属の再資
源化事業で創業し、２００１年に有限会社マル英商事を設立。これまで、カンボジアでの学校建設や発展途
上国の慈善活動団体への寄付など多くの社会貢献活動をしてこられました。この度、出身地の下仁田町へ貢
献をしたいということで、当町の奨学金事業にご賛同をいただき、ご寄付を賜りました。

　有限会社マル英商事　代表取締役　小井土 英雄 様より、企業版ふるさと納税として、２０００万円、さ
らに、小井土 英雄 様個人として１０００万円の浄財をご寄付頂きました。『ねぎとこんにゃく下仁田奨学
金』などへ活用させていただきます。心より感謝申し上げますとともに、町民の皆さまにお知らせします。

・有限会社　マル英商事（茨城県常総市）
　代表取締役　小井土 英雄 様
　寄付額　金２，０００万円
・小井土 英雄 様個人より
　寄付額　金１，０００万円

●会社概要　
　金属原料及び産業廃棄物、一般廃棄物の再生処理業
　シュレッダーダストから効率的に有価金属の回収・
選別を行う選別技術を開発。
設立20周年を迎えながらも成長を遂げる優良企業

●寄付経緯　
　マル英商事　小井土代表取締役は、下仁田町出身で、茨城県常総市において１９９８年に金属の再資
源化事業で創業し、２００１年に有限会社マル英商事を設立。これまで、カンボジアでの学校建設や発展途
上国の慈善活動団体への寄付など多くの社会貢献活動をしてこられました。この度、出身地の下仁田町へ貢
献をしたいということで、当町の奨学金事業にご賛同をいただき、ご寄付を賜りました。

町へ３，０００万円の寄付町へ３，０００万円の寄付町へ３，０００万円の寄付町へ３，０００万円の寄付
（有）マル英商事 小井土英雄様から（有）マル英商事 小井土英雄様から（有）マル英商事 小井土英雄様から（有）マル英商事 小井土英雄様から
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　マル英商事　小井土代表取締役は、下仁田町出身で、茨城県常総市において１９９８年に金属の再資
源化事業で創業し、２００１年に有限会社マル英商事を設立。これまで、カンボジアでの学校建設や発展途
上国の慈善活動団体への寄付など多くの社会貢献活動をしてこられました。この度、出身地の下仁田町へ貢
献をしたいということで、当町の奨学金事業にご賛同をいただき、ご寄付を賜りました。

　有限会社マル英商事　代表取締役　小井土 英雄 様より、企業版ふるさと納税として、２０００万円、さ
らに、小井土 英雄 様個人として１０００万円の浄財をご寄付頂きました。『ねぎとこんにゃく下仁田奨学
金』などへ活用させていただきます。心より感謝申し上げますとともに、町民の皆さまにお知らせします。

・有限会社　マル英商事（茨城県常総市）
　代表取締役　小井土 英雄 様
　寄付額　金２，０００万円
・小井土 英雄 様個人より
　寄付額　金１，０００万円

●会社概要　
　金属原料及び産業廃棄物、一般廃棄物の再生処理業
　シュレッダーダストから効率的に有価金属の回収・
選別を行う選別技術を開発。
設立20周年を迎えながらも成長を遂げる優良企業

●寄付経緯　
　マル英商事　小井土代表取締役は、下仁田町出身で、茨城県常総市において１９９８年に金属の再資
源化事業で創業し、２００１年に有限会社マル英商事を設立。これまで、カンボジアでの学校建設や発展途
上国の慈善活動団体への寄付など多くの社会貢献活動をしてこられました。この度、出身地の下仁田町へ貢
献をしたいということで、当町の奨学金事業にご賛同をいただき、ご寄付を賜りました。

町へ３，０００万円の寄付町へ３，０００万円の寄付町へ３，０００万円の寄付町へ３，０００万円の寄付
（有）マル英商事 小井土英雄様から（有）マル英商事 小井土英雄様から（有）マル英商事 小井土英雄様から（有）マル英商事 小井土英雄様から
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

と
副
反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
に
つ
い
て

理
解
し
た
上
で
、自
ら
の
意
思
で
接

種
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。受

け
る
方
の
同
意
な
く
、接
種
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
職
場
や
周
り
の
方
な
ど
に
接
種
を

強
制
し
た
り
、接
種
を
受
け
て
い
な
い

人
に
差
別
的
な
扱
い
を
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
方
に

お
渡
し
し
た『
予
防
接
種
済
証（
臨

時
）』ま
た
は『
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
記
録
書
』は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
こ
と
の
証
明
と
な
る
書
類
で

す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、接
種
済
証
に
は
接
種
券
番

号
の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、接
種

券
番
号
が
分
か
る
部
分（
予
診
の
み

券
な
ど
）を
併
せ
て
保
管
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

●
予
防
接
種
済
証
等
を
亡
失
し
た

方
ヘ

　
希
望
す
る
方
に
は
、町
で
接
種
済

証
を
発
行
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
）　
☎
82
―
５
４
９
０

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ

Ａ
）ワ
ク
チ
ン
で
注
射
す
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
分
解
さ
れ

ま
す
。ま
た
、人
の
遺
伝
情
報（
Ｄ
Ｎ

Ａ
）に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
原
因
で
不
妊
に
な
る

と
い
う
科
学
的
な
根
拠
は
あ
り
ま
せ

ん
。妊
娠
中
、授
乳
中
、妊
娠
を
計
画

中
の
方
も
、ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。日
本
で
承
認
さ
れ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

が
妊
娠
、胎
児
、母
乳
、生
殖
器
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
報
告
は
あ
り

ま
せ
ん
。妊
娠
中
の
時
期
を
問
わ
ず

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
、妊
婦

さ
ん
が
感
染
す
る
場
合
の
約
８
割
は

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
感
染
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。妊
婦
さ
ん
の
周
囲

の
方
に
つ
い
て
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は

皆
様
に
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
勧

め
し
て
い
ま
す
が
、接
種
を
受
け
る
こ

と
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
っ
か

り
情
報
提
供
を
行
っ
た
う
え
で
、接
種

を
受
け
る
方
の
同
意
が
あ
る
場
合
に

限
り
接
種
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
る
方
に
は
、予

防
接
種
に
よ
る
感
染
症
予
防
の
効
果

転
出
入
に
伴
う
注
意
点

16
歳
未
満
の
方
と
保
護
者
の
方
へ

接
種
の
規
模
を
縮
小
し
ま
す

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対

象
者
は
接
種
日
に
12
歳
以
上
の
方
で

す
。こ
れ
か
ら
12
歳
に
達
す
る
方
の
接

種
券
は
、誕
生
日
を
過
ぎ
て
か
ら
発

送
し
ま
す
。

・
16
歳
未
満
の
方
に
対
す
る
接
種
を

実
施
し
な
い
医
療
機
関
が
あ
り
ま

す
。予
約
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
予
診
票
の
接
種
希
望
書
欄
は
保
護

者
の
方
の
お
名
前
を
記
載
し
、接
種

会
場
へ
は
保
護
者
の
方
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
か
ら
転
出
す
る
方
へ

　
下
仁
田
町
か
ら
転
出
し
た（
住
民

票
の
所
在
地
が
変
更
と
な
っ
た
）場

合
、町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接
種
券
は

無
効
と
な
り
ま
す
。転
出
先
の
自
治

体
に
下
仁
田
町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接

種
券
を
持
参
し
、再
発
行
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
転
出
入
に
伴
い
接
種
券
番
号
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、富
岡
市
甘
楽

郡
内
で
予
約
を
さ
れ
て
い
る
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
県
で
は
10
月
13
日
よ
り『
ぐ

ん
ま
ワ
ク
チ
ン
手
帳
』の
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
本
人
の
接
種

の
事
実
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
表
示

す
る
も
の
で
す
。

●
登
録
方
法

　
群
馬
県LIN

E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

『
群
馬
県
デ
ジ
タ
ル
窓
口
』を
友
だ
ち

登
録
し
、ト
ッ
プ
画
面
か
ら
操
作
し
て

く
だ
さ
い
。

●
注
意
点

•

ワ
ク
チ
ン
手
帳
を
利
用
で
き
る
事
業

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

•

２
回
目
の
接
種
か
ら
15
日
経
過
後

に
表
示
で
き
ま
す
。

•

２
回
目
接
種
時
に
参
加
市
町
村
で

住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
方
が
利
用
で

き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
知
事
戦
略
部
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
課

☎
０
２
７―

８
９
７―

２
９
９
１

◇下仁田町
【個別接種（土曜日）】

【集団接種（日曜日）】
富岡市保健センター（富岡市富岡1347-1)※町外の会場ですが、 下仁田町民も接種できます。

◇富岡市

大沢クリニック

佐藤医院

石川胃腸科医院

小泉医院

こすげレディスクリニック

西毛病院

たけべ医院

中野整形外科医院

大竹外科胃腸科

香内医院

須藤医院

滝田医院

田村医院

宮崎医院

◇甘楽町

小幡医院

原医院

篠原整形外科医院

・石川胃腸科医院、こすげレディスクリニック、 たけべ医院は16歳未満への接種を実施しません。
・富岡市甘楽郡内の医療機関以外での接種については、予約方法等を病院や所在地の自治体に確認
してください。

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
誤
っ
た

情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

接
種
を
受
け
る
際
の

同
意
に
つ
い
て

予
防
接
種
済
証
お
よ
び
接
種
券

の
保
管
に
つ
い
て

『
ぐ
ん
ま
ワ
ク
チ
ン
手
帳
』に

つ
い
て

他
の
予
防
接
種
と
の

接
種
間
隔
に
つ
い
て

●
下
仁
田
町
に
転
入
し
た
方
へ

　
転
入
前
の
自
治
体
で
発
行
さ
れ
た

接
種
券
を
持
参
の
う
え
、下
仁
田
町

保
健
セ
ン
タ
ー
で
接
種
券
の
再
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た

（
転
居
し
た
）方
へ

　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
接
種
券
を
持

参
し
、下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
接

種
券
の
再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。転
居
後
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た

接
種
券
を
発
行
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
前

及
び
接
種
後
に
、他
の
予
防
接
種
を

行
う
場
合
は
、原
則
と
し
て
13
日
以

上
の
間
隔
を
お
い
て
く
だ
さ
い
。（
同

時
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　
肺
炎
球
菌
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
予
防
接
種
を
予
定
し
て
い
る
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る

誤
っ
た
情
報
や
科
学
的
根
拠
の
な
い

情
報
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。で
き
る
だ

け
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
公
的
機

関
か
ら
の
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
や
モ
デ
ル
ナ
製
等
の

　
現
在
、す
べ
て
の
対
象
者
の
方
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。接
種
券
は
皆
様
へ
発
送
し
ま
し

た
が
、届
い
て
い
な
い
方
・
紛
失
し
た
方
・
転
入
や

転
居
を
さ
れ
た
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る
方
で
、予
約

が
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
平
日
の
協
力
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
・
下

仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
接
種
は
終
了

し
ま
し
た
。

　
11
月
は
土
曜
日
の
協
力
医
療
機
関
で
の
個
別

接
種
・
日
曜
日
の
富
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集

団
接
種
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。接
種
可
能
な
医

療
機
関
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

ワクチン接種についてワクチン接種について



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

新
型
コ
ロ
ナ
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ル
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接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
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ナ
ウ
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ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
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い
て

と
副
反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
に
つ
い
て

理
解
し
た
上
で
、自
ら
の
意
思
で
接

種
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。受

け
る
方
の
同
意
な
く
、接
種
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
職
場
や
周
り
の
方
な
ど
に
接
種
を

強
制
し
た
り
、接
種
を
受
け
て
い
な
い

人
に
差
別
的
な
扱
い
を
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
方
に

お
渡
し
し
た『
予
防
接
種
済
証（
臨

時
）』ま
た
は『
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
記
録
書
』は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
こ
と
の
証
明
と
な
る
書
類
で

す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、接
種
済
証
に
は
接
種
券
番

号
の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、接
種

券
番
号
が
分
か
る
部
分（
予
診
の
み

券
な
ど
）を
併
せ
て
保
管
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

●
予
防
接
種
済
証
等
を
亡
失
し
た

方
ヘ

　
希
望
す
る
方
に
は
、町
で
接
種
済

証
を
発
行
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
）　
☎
82
―
５
４
９
０

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ

Ａ
）ワ
ク
チ
ン
で
注
射
す
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
分
解
さ
れ

ま
す
。ま
た
、人
の
遺
伝
情
報（
Ｄ
Ｎ

Ａ
）に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
原
因
で
不
妊
に
な
る

と
い
う
科
学
的
な
根
拠
は
あ
り
ま
せ

ん
。妊
娠
中
、授
乳
中
、妊
娠
を
計
画

中
の
方
も
、ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。日
本
で
承
認
さ
れ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

が
妊
娠
、胎
児
、母
乳
、生
殖
器
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
報
告
は
あ
り

ま
せ
ん
。妊
娠
中
の
時
期
を
問
わ
ず

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
、妊
婦

さ
ん
が
感
染
す
る
場
合
の
約
８
割
は

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
感
染
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。妊
婦
さ
ん
の
周
囲

の
方
に
つ
い
て
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は

皆
様
に
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
勧

め
し
て
い
ま
す
が
、接
種
を
受
け
る
こ

と
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
っ
か

り
情
報
提
供
を
行
っ
た
う
え
で
、接
種

を
受
け
る
方
の
同
意
が
あ
る
場
合
に

限
り
接
種
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
る
方
に
は
、予

防
接
種
に
よ
る
感
染
症
予
防
の
効
果

転
出
入
に
伴
う
注
意
点

16
歳
未
満
の
方
と
保
護
者
の
方
へ

接
種
の
規
模
を
縮
小
し
ま
す

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対

象
者
は
接
種
日
に
12
歳
以
上
の
方
で

す
。こ
れ
か
ら
12
歳
に
達
す
る
方
の
接

種
券
は
、誕
生
日
を
過
ぎ
て
か
ら
発

送
し
ま
す
。

・
16
歳
未
満
の
方
に
対
す
る
接
種
を

実
施
し
な
い
医
療
機
関
が
あ
り
ま

す
。予
約
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
予
診
票
の
接
種
希
望
書
欄
は
保
護

者
の
方
の
お
名
前
を
記
載
し
、接
種

会
場
へ
は
保
護
者
の
方
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
か
ら
転
出
す
る
方
へ

　
下
仁
田
町
か
ら
転
出
し
た（
住
民

票
の
所
在
地
が
変
更
と
な
っ
た
）場

合
、町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接
種
券
は

無
効
と
な
り
ま
す
。転
出
先
の
自
治

体
に
下
仁
田
町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接

種
券
を
持
参
し
、再
発
行
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
転
出
入
に
伴
い
接
種
券
番
号
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、富
岡
市
甘
楽

郡
内
で
予
約
を
さ
れ
て
い
る
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
県
で
は
10
月
13
日
よ
り『
ぐ

ん
ま
ワ
ク
チ
ン
手
帳
』の
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
本
人
の
接
種

の
事
実
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
表
示

す
る
も
の
で
す
。

●
登
録
方
法

　
群
馬
県LIN

E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

『
群
馬
県
デ
ジ
タ
ル
窓
口
』を
友
だ
ち

登
録
し
、ト
ッ
プ
画
面
か
ら
操
作
し
て

く
だ
さ
い
。

●
注
意
点

•

ワ
ク
チ
ン
手
帳
を
利
用
で
き
る
事
業

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

•

２
回
目
の
接
種
か
ら
15
日
経
過
後

に
表
示
で
き
ま
す
。

•

２
回
目
接
種
時
に
参
加
市
町
村
で

住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
方
が
利
用
で

き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
知
事
戦
略
部
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
課

☎
０
２
７―

８
９
７―

２
９
９
１

◇下仁田町
【個別接種（土曜日）】

【集団接種（日曜日）】
富岡市保健センター（富岡市富岡1347-1)※町外の会場ですが、 下仁田町民も接種できます。

◇富岡市

大沢クリニック

佐藤医院

石川胃腸科医院

小泉医院

こすげレディスクリニック

西毛病院

たけべ医院

中野整形外科医院

大竹外科胃腸科

香内医院

須藤医院

滝田医院

田村医院

宮崎医院

◇甘楽町

小幡医院

原医院

篠原整形外科医院

・石川胃腸科医院、こすげレディスクリニック、 たけべ医院は16歳未満への接種を実施しません。
・富岡市甘楽郡内の医療機関以外での接種については、予約方法等を病院や所在地の自治体に確認
してください。

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
誤
っ
た

情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

接
種
を
受
け
る
際
の

同
意
に
つ
い
て

予
防
接
種
済
証
お
よ
び
接
種
券

の
保
管
に
つ
い
て

『
ぐ
ん
ま
ワ
ク
チ
ン
手
帳
』に

つ
い
て

他
の
予
防
接
種
と
の

接
種
間
隔
に
つ
い
て

●
下
仁
田
町
に
転
入
し
た
方
へ

　
転
入
前
の
自
治
体
で
発
行
さ
れ
た

接
種
券
を
持
参
の
う
え
、下
仁
田
町

保
健
セ
ン
タ
ー
で
接
種
券
の
再
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た

（
転
居
し
た
）方
へ

　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
接
種
券
を
持

参
し
、下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
接

種
券
の
再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。転
居
後
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た

接
種
券
を
発
行
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
前

及
び
接
種
後
に
、他
の
予
防
接
種
を

行
う
場
合
は
、原
則
と
し
て
13
日
以

上
の
間
隔
を
お
い
て
く
だ
さ
い
。（
同

時
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　
肺
炎
球
菌
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
予
防
接
種
を
予
定
し
て
い
る
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る

誤
っ
た
情
報
や
科
学
的
根
拠
の
な
い

情
報
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。で
き
る
だ

け
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
公
的
機

関
か
ら
の
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
や
モ
デ
ル
ナ
製
等
の

　
現
在
、す
べ
て
の
対
象
者
の
方
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。接
種
券
は
皆
様
へ
発
送
し
ま
し

た
が
、届
い
て
い
な
い
方
・
紛
失
し
た
方
・
転
入
や

転
居
を
さ
れ
た
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る
方
で
、予
約

が
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
平
日
の
協
力
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
・
下

仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
接
種
は
終
了

し
ま
し
た
。

　
11
月
は
土
曜
日
の
協
力
医
療
機
関
で
の
個
別

接
種
・
日
曜
日
の
富
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集

団
接
種
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。接
種
可
能
な
医

療
機
関
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

ワクチン接種についてワクチン接種について
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下
仁
田
町
の
『
I
C
T
教
育
』
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

下
仁
田
町
の
『
I
C
T
教
育
』
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

〜
の
ど
か
な
環
境
で
“
最
先
端
教
育
”
〜

〜
の
ど
か
な
環
境
で
“
最
先
端
教
育
”
〜

　
下
仁
田
町
は
、国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
先
駆
け
積
極
的
に『
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
』を
進
め
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

学
校
休
校
中
で
も
、自
宅
で
授
業
を
受

け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
な
ど
県
内
外

か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
４
月
に
は
県
内
の
小
中

学
校
で
計
４
校
の
み
選
定
さ
れ
た「
群

馬
県
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

拠
点
校
」に
下
仁
田
小
学
校
、下
仁
田

中
学
校
が
共
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、町

の
取
組
が
先
進
事
例
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
ICT…

Inform
ation and 

Com
m
unication Technology

情
報
通
信
技
術

　
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
高
速
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
す

る
こ
と
で
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
を

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、そ
れ
ぞ

れ
の
子
ど
も
た
ち
に
最
適
化
さ
れ
た
形

で
、未
来
を
生
き
る
力
を
確
実
に
育
成

で
き
る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実
現
す

る
計
画
で
す
。Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
は「G

lobal 
and Innovation Gatew

ay for All

（
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
世
界

に
繋
が
る
革
新
的
な
扉
）」を
意
味
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
教
育

実
践
と
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ベ
ス
ト

下
仁
田
町
の
I
C
T

教
育
の
目
的
は
？

I
C
T
教
育
で
ど
ん
な
こ
と
が

出
来
る
の
？

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
？

ど
う
変
わ
る
の
？

先
生
の
声

い
つ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
？

ミ
ッ
ク
ス
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、教
師
・

児
童
生
徒
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
未
来
へ
の
扉
を
開
き
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
道
具
と
し

て
日
常
的
に
活
用
し「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」を
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。変
化
の
激
し
い「
未
来
」

を
生
き
る
力
を
育
て
る
た
め
、学
校
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
い
ち
早
く
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　　
平
成
29
年
度
に
小
学
校
にiPad

、中

学
校
にChrom

ebook

を
導
入
し
て
い

ま
す
。国
や
県
の
イ
ベ
ン
ト
で
事
例
発

表
を
し
た
り
、公
開
授
業
に
県
内
各
地

か
ら
教
育
関
係
者
が
見
学
に
来
た
り

す
る
な
ど
、下
仁
田
町
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
先
進
地
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
は
色
々
で
す
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
特
徴
を
生
か
し
て
学
習
に
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、授
業
や
勉
強
の
仕
方

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

①
教
師
が「
教
え
る
」か
ら
子
ど
も
が

「
学
ぶ
」へ

②「
全
員
一
律
」か
ら「
個
別
最
適
な
学

習
」へ

授
業
中
、児
童
・
生
徒
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
さ
せ
て
い
ま
す
か（
児
童
・
生
徒
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
ま
す
か
）

児
童・生
徒
の
声

・
一
人
一
人
の
意
見
を
全
員
が
瞬
時
に

共
有
で
き
る
の
で
、手
を
挙
げ
に
く
い

子
ど
も
で
も
自
分
の
意
見
を
全
体
に

伝
え
る
こ
と
が
出
来
て
喜
ん
で
い
た
。

・
今
ま
で
は
難
し
か
っ
た「
共
有
」「
深
め

る
」の
部
分
で
活
動
が
し
や
す
く
な
っ

た
。

・ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
やGoogle form

機
能

を
活
用
し
、意
見
の
共
有
や
発
表
を
す

る
こ
と
で
、従
来
の「
挙
手
を
求
め
る
授

業
」だ
け
で
な
く
、「
全
員
が
参
加
で
き

る
授
業
」に
変
わ
っ
た
。

・
普
段
大
人
し
い
生
徒
も
意
見
を
記
入

す
る
よ
う
に
な
り
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
に
繋
が
っ
た
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、授
業

が
楽
し
く
進
ん
だ

・
自
分
の
意
見
を
言
い
や
す
い
。

・
友
達
と
意
見
交
換
が
し
や
す
い

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
事
に
よ
っ
て
授
業
の

内
容
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
た

・
授
業
が
ち
ょ
っ
と
楽
し
く
な
っ
た
。

・
体
育
な
ど
で
は
自
分
が
や
っ
て
い
る

技
を
撮
っ
て
も
ら
っ
て
改
善
点
を
見
つ

け
る
の
に
す
ご
く
役
立
ち
ま
す

・
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
な
ど
を
使
っ
て
学
習

す
る
こ
と
が
増
え
て
学
校
で
習
っ
た
こ

と
を
復
習
し
た
り
予
習
す
る
こ
と
が
で

き
た
り
す
る
の
で
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
友
達
の
考
え
を
簡
単
に
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
た
り
、資
料
を
活
用
し
や
す

か
っ
た
り
す
る
の
で
わ
か
り
や
す
く

な
っ
た
授
業
も
あ
っ
た
。

●よく活用している
●ある程度活用している
●あまり活用していない
●全く活用していない

・個別の宿題を出すのは困難
・◯付けをするのが大変
（やったかどうか確認が難しい）

・理解度に応じた個別の
宿題配信
・自動で採点が可能
（正解率もデータで保存）

課題解決型・
アウトプット中心
児童生徒が
気づく、教えあう

※すべての先生が
ＩＣＴを活用している。

68.4%

31.6%

●とても賛成だ
●やや賛成だ
●やや反対だ
●とても反対だ
●どちらともいえない

●よく活用している
●ある程度活用している
●あまり活用していない
●全く活用していない

※すべての先生
がＩＣＴを授業
に取り入れるべ
きだと考えている。

※すべての児童・
生徒が授業中に
ＩＣＴを活用している。

●とても好き
●少し好き
●あまり好きでない
●嫌い

※9割以上の児童・
生徒が授業でICTを
活用することが好き
である

73.7%

26.3%

89.2%

65.3%

30.5%

3.0%1.2%

10.8%

教え込み・インプット中心

授業の変化「教師が教える」から
「子供が学ぶ」へ

授業の変化「教師が教える」から
「子供が学ぶ」へ

家庭学習の変化「全員一律」から
「個別最適な学習」へ

家庭学習の変化「全員一律」から
「個別最適な学習」へ

実験や音読、
実技などを録音・
録画し
活用する

計算の過程や
意見、実験結果
などを整理・説明
する

自分の考えを
アウトプットし、
共有する

スライドに表現
した考えを基に
プレゼンを実施
する

撮影・録画 整理・説明

共有 表現

授業での子どもによる効果的なＩＣＴ活用

19
件
の
回
答

19
件
の
回
答

授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に
賛

成
で
す
か（
授
業
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入

れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
）

167
件
の
回
答

授
業
中
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
ま
す
か

167
件
の
回
答

授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
は
好

き
で
す
か

よく活用しているとても賛成だ

よく活用している

とても好き

少し好き

ある程度活用している

やや賛成だ
ある程度
活用している

ＩＣＴ教育ＩＣＴ教育
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I
C
T
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育
』
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

〜
の
ど
か
な
環
境
で
“
最
先
端
教
育
”
〜

〜
の
ど
か
な
環
境
で
“
最
先
端
教
育
”
〜

　
下
仁
田
町
は
、国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
先
駆
け
積
極
的
に『
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
』を
進
め
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

学
校
休
校
中
で
も
、自
宅
で
授
業
を
受

け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
な
ど
県
内
外

か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
４
月
に
は
県
内
の
小
中

学
校
で
計
４
校
の
み
選
定
さ
れ
た「
群

馬
県
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

拠
点
校
」に
下
仁
田
小
学
校
、下
仁
田

中
学
校
が
共
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、町

の
取
組
が
先
進
事
例
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
ICT…

Inform
ation and 

Com
m
unication Technology

情
報
通
信
技
術

　
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
高
速
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
す

る
こ
と
で
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
を

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、そ
れ
ぞ

れ
の
子
ど
も
た
ち
に
最
適
化
さ
れ
た
形

で
、未
来
を
生
き
る
力
を
確
実
に
育
成

で
き
る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実
現
す

る
計
画
で
す
。Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
は「G

lobal 
and Innovation Gatew

ay for All

（
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
世
界

に
繋
が
る
革
新
的
な
扉
）」を
意
味
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
教
育

実
践
と
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ベ
ス
ト

下
仁
田
町
の
I
C
T

教
育
の
目
的
は
？

I
C
T
教
育
で
ど
ん
な
こ
と
が

出
来
る
の
？

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
？

ど
う
変
わ
る
の
？

先
生
の
声

い
つ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
？

ミ
ッ
ク
ス
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、教
師
・

児
童
生
徒
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
未
来
へ
の
扉
を
開
き
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
道
具
と
し

て
日
常
的
に
活
用
し「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」を
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。変
化
の
激
し
い「
未
来
」

を
生
き
る
力
を
育
て
る
た
め
、学
校
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
い
ち
早
く
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　　
平
成
29
年
度
に
小
学
校
にiPad

、中

学
校
にChrom

ebook

を
導
入
し
て
い

ま
す
。国
や
県
の
イ
ベ
ン
ト
で
事
例
発

表
を
し
た
り
、公
開
授
業
に
県
内
各
地

か
ら
教
育
関
係
者
が
見
学
に
来
た
り

す
る
な
ど
、下
仁
田
町
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
先
進
地
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
は
色
々
で
す
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
特
徴
を
生
か
し
て
学
習
に
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、授
業
や
勉
強
の
仕
方

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

①
教
師
が「
教
え
る
」か
ら
子
ど
も
が

「
学
ぶ
」へ

②「
全
員
一
律
」か
ら「
個
別
最
適
な
学

習
」へ

授
業
中
、児
童
・
生
徒
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
さ
せ
て
い
ま
す
か（
児
童
・
生
徒
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
ま
す
か
）

児
童・生
徒
の
声

・
一
人
一
人
の
意
見
を
全
員
が
瞬
時
に

共
有
で
き
る
の
で
、手
を
挙
げ
に
く
い

子
ど
も
で
も
自
分
の
意
見
を
全
体
に

伝
え
る
こ
と
が
出
来
て
喜
ん
で
い
た
。

・
今
ま
で
は
難
し
か
っ
た「
共
有
」「
深
め

る
」の
部
分
で
活
動
が
し
や
す
く
な
っ

た
。

・ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
やGoogle form

機
能

を
活
用
し
、意
見
の
共
有
や
発
表
を
す

る
こ
と
で
、従
来
の「
挙
手
を
求
め
る
授

業
」だ
け
で
な
く
、「
全
員
が
参
加
で
き

る
授
業
」に
変
わ
っ
た
。

・
普
段
大
人
し
い
生
徒
も
意
見
を
記
入

す
る
よ
う
に
な
り
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
に
繋
が
っ
た
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、授
業

が
楽
し
く
進
ん
だ

・
自
分
の
意
見
を
言
い
や
す
い
。

・
友
達
と
意
見
交
換
が
し
や
す
い

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
事
に
よ
っ
て
授
業
の

内
容
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
た

・
授
業
が
ち
ょ
っ
と
楽
し
く
な
っ
た
。

・
体
育
な
ど
で
は
自
分
が
や
っ
て
い
る

技
を
撮
っ
て
も
ら
っ
て
改
善
点
を
見
つ

け
る
の
に
す
ご
く
役
立
ち
ま
す

・
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
な
ど
を
使
っ
て
学
習

す
る
こ
と
が
増
え
て
学
校
で
習
っ
た
こ

と
を
復
習
し
た
り
予
習
す
る
こ
と
が
で

き
た
り
す
る
の
で
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
友
達
の
考
え
を
簡
単
に
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
た
り
、資
料
を
活
用
し
や
す

か
っ
た
り
す
る
の
で
わ
か
り
や
す
く

な
っ
た
授
業
も
あ
っ
た
。

●よく活用している
●ある程度活用している
●あまり活用していない
●全く活用していない

・個別の宿題を出すのは困難
・◯付けをするのが大変
（やったかどうか確認が難しい）

・理解度に応じた個別の
宿題配信
・自動で採点が可能
（正解率もデータで保存）

課題解決型・
アウトプット中心
児童生徒が
気づく、教えあう

※すべての先生が
ＩＣＴを活用している。

68.4%

31.6%

●とても賛成だ
●やや賛成だ
●やや反対だ
●とても反対だ
●どちらともいえない

●よく活用している
●ある程度活用している
●あまり活用していない
●全く活用していない

※すべての先生
がＩＣＴを授業
に取り入れるべ
きだと考えている。

※すべての児童・
生徒が授業中に
ＩＣＴを活用している。

●とても好き
●少し好き
●あまり好きでない
●嫌い

※9割以上の児童・
生徒が授業でICTを
活用することが好き
である

73.7%

26.3%

89.2%

65.3%

30.5%

3.0%1.2%

10.8%

教え込み・インプット中心

授業の変化「教師が教える」から
「子供が学ぶ」へ

授業の変化「教師が教える」から
「子供が学ぶ」へ

家庭学習の変化「全員一律」から
「個別最適な学習」へ

家庭学習の変化「全員一律」から
「個別最適な学習」へ

実験や音読、
実技などを録音・
録画し
活用する

計算の過程や
意見、実験結果
などを整理・説明
する

自分の考えを
アウトプットし、
共有する

スライドに表現
した考えを基に
プレゼンを実施
する

撮影・録画 整理・説明

共有 表現

授業での子どもによる効果的なＩＣＴ活用

19
件
の
回
答

19
件
の
回
答

授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に
賛

成
で
す
か（
授
業
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入

れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
）

167
件
の
回
答

授
業
中
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
ま
す
か

167
件
の
回
答

授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
は
好

き
で
す
か

よく活用しているとても賛成だ

よく活用している

とても好き

少し好き

ある程度活用している

やや賛成だ
ある程度
活用している

ＩＣＴ教育ＩＣＴ教育



歳出　65億1,535万円

　令和２年度の一般会計の歳入総額は６５億６，６２５万円、歳出総額は６５億１，５３５万円で、前年度と比較して歳
入で１８．９％の増、歳出で２０．１％の増となりました。歳入歳出差引額は５，０９０万円　となり、繰越事業に充当する
２，８１８万円を差し引いた実質収支額は２，２７２万円の黒字であり、翌年度への繰越金としました。

歳入　65億6,625万円

令和２年度一般会計決算の概要
■一般会計決算の状況

県支出金 5.6%
3億6,986万円

町税 12.6%
8億2,632万円

国庫支出金 24.3%
15億9,743万円

各種交付金
3.0% 1億9,748万円

分担金・負担金
0.3% 1,650万円
使用料・手数料
0.6% 3,819万円
寄附金
1.0% 6,306万円
諸収入・財産収入
0.9% 5,888万円
繰入金・繰越金
2.5% 1億6,542万円

地方譲与税 1.2%
7,941万円

町債 10.0%
6億5,400万円

地方交付税 38.1%
24億9,970万円

■性質別■

約199万円

9 8下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

人口

世帯

※令和3年3月31日現在

6,920人

3,266世帯

広
報しもにた

職員･議員等の給与及び報酬（人件費）
13.1%
8億5,529万円

物品購入･委託料等
（物件費）10.7%
6億9,403万円

積立金等　6.2%
4億0,438万円

施設の修繕管理費等　0.9%
5,913万円

補助費
26.8%
17億4,671万円

児童手当･施設入所
負担金等（扶助費）
7.5%
4億8,744万円

借入金の元利償還金
（公債費）9.8%
6億3,807万円

特別会計への繰出金等
7.8%
5億1,010万円

建設・災害復旧事業
17.2%
11億2,020万円

1世帯当りに
掛かる費用 約94万円1人当りに

掛かる費用

約２5万円1世帯当りが
納める町税 約１2万円1人当りが

納める町税

令和2年度末財政調整基金残高
14億0,941万円

（町民1人当たり）
約20万円

令和2年度末起債残高
53億7,718万円

（町民1人当たり）
約78万円

性質別分類とは

　全国統一の基準で地方公共団体の経費をその経済的性
質を基準として分類したもので、財政の構造上の特色や、
その良否を判断するために活用されます。

補助費の主なもの
特別定額給付金（新型コロナウイルス対策給付金）7億1,280万円
一部事務組合への負担金等
・下仁田南牧医療事務組合　　　　　　3億4,756万円
・富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合　2億1,629万円
・甘楽西部環境衛生施設組合　　　　　1億5,442万円

普通建設事業費の主なもの
道路･施設等の建設改良費
・災害復旧事業　　　　　　　　　　3億3,768万円
・町道橋梁改良等　　　　　　　　　2億6,410万円
・西牧防災広場建設事業等　　　　　1億3,806万円

決算情報決算情報

■地方債の状況（町が国等から借入れた借金）
◎会計別現在高
　 　

一 般 会 計

公営企業（上水道・旧簡水）

浄 化 槽 整 備 事 業

　 合 　 計 　

53億3,917万円

9億3,768万円

9,505万円

63億7,190万円

令和２年度末残高
　

53億7,718万円

8億4,434万円

1億0,722万円

63億2,874万円

 償還額（元金）

6億1,599万円

1億1,384万円

833万円

7億3,816万円

 借入額

6億5,400万円

2,050万円

2,050万円

6億9,500万円

令和２年度中

◎目的別現在高（一般会計分）

■基金の状況

　 　
総 務 債
衛 生 債
農 林 水 産 業 債
商 工 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
そ の 他
　 合 　 計 　

1億9,602万円
4億9,170万円
1億4,656万円
3億1,903万円
6億8,494万円
3億2,646万円
7億5,720万円
2億4,617万円
22億0,910万円
53億7,718万円

森林保全環境整備、町営バス購入、庁舎耐震補強工事等  
下仁田厚生病院改築、水道会計への出資  
農林道開設改良、集会所建設等  
遊歩道、観光看板、公園整備及び道の駅｢しもにた｣建設等  
道路橋梁新設改良及び公営住宅建設等  
防火水槽整備、消防車購入、防災行政無線施設整備等  
義務教育施設（校舎，屋体）、社会体育施設整備等  
農林業施設・教育施設及び公共土木施設災害復旧事業等  
臨時財政対策債、減税補てん債、減収補てん債等  

対　象　事　業　等

■特別会計決算の内訳
　 区 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業

歳 入 決 算 額
9億1,156万円
1億3,600万円
13億8,048万円

7,093万円

歳 出 決 算 額
8億9,835万円
1億3,443万円
13億6,677万円

6,993万円

差 引 額
1,321万円
157万円

1,371万円
100万円

財政調整基金

減債基金

水道事業基金

町営住宅敷金利子運用基金

町立学校施設基金

中西文庫基金

ふるさと下仁田応援基金

荒船風穴基金

道の駅しもにた基金

下仁田町子育て支援基金

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金

下仁田町公共施設等整備基金

下仁田町森林環境譲与税基金

下仁田町都市計画区域公共施設等整備基金

土地開発基金(現金)

用品調達基金

下仁田町収入印紙等購買基金

国民健康保険基金

介護給付費準備基金

浄化槽整備事業基金

合計(現金)

土地開発基金(貸付)

土地開発基金(土地)

土地開発基金(土地(㎡))

11億8,247万円

1,465万円

111万円

203万円

256万円

322万円

4,871万円

2,615万円

454万円

2,142万円

7,298万円

3億4,942万円

1,415万円

5,833万円

1億1,580万円

300万円

100万円

5,847万円

1億1,533万円

2,023万円

21億1,557万円

0万円

2億2,697万円

3万9,584㎡

2億2,694万円

0万円

0万円

0万円

13万円

△20万円

594万円

267万円

100万円

△652万円

1,689万円

△1,140万円

2,300万円

△29万円

435万円

0万円

0万円

1万円

△2,204万円

△206万円

2億3,842万円

0万円

0万円

0㎡

14億0,941万円

1,465万円

111万円

203万円

269万円

302万円

5,465万円

2,882万円

554万円

1,490万円

8,987万円

3億3,802万円

3,715万円

5,804万円

1億2,015万円

300万円

100万円

5,848万円

9,329万円

1,817万円

23億5,399万円

0万円

2億2,697万円

3万9,584㎡

令和元年度末残高区　　　分 年度中増減 令和２年度末残高

令和元年度末残高区　　　　分

区　　　　分 令和２年度末残高



歳出　65億1,535万円

　令和２年度の一般会計の歳入総額は６５億６，６２５万円、歳出総額は６５億１，５３５万円で、前年度と比較して歳
入で１８．９％の増、歳出で２０．１％の増となりました。歳入歳出差引額は５，０９０万円　となり、繰越事業に充当する
２，８１８万円を差し引いた実質収支額は２，２７２万円の黒字であり、翌年度への繰越金としました。

歳入　65億6,625万円

令和２年度一般会計決算の概要
■一般会計決算の状況

県支出金 5.6%
3億6,986万円

町税 12.6%
8億2,632万円

国庫支出金 24.3%
15億9,743万円

各種交付金
3.0% 1億9,748万円

分担金・負担金
0.3% 1,650万円
使用料・手数料
0.6% 3,819万円
寄附金
1.0% 6,306万円
諸収入・財産収入
0.9% 5,888万円
繰入金・繰越金
2.5% 1億6,542万円

地方譲与税 1.2%
7,941万円

町債 10.0%
6億5,400万円

地方交付税 38.1%
24億9,970万円

■性質別■

約199万円
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人口

世帯

※令和3年3月31日現在

6,920人

3,266世帯

広
報しもにた

職員･議員等の給与及び報酬（人件費）
13.1%
8億5,529万円

物品購入･委託料等
（物件費）10.7%
6億9,403万円

積立金等　6.2%
4億0,438万円

施設の修繕管理費等　0.9%
5,913万円

補助費
26.8%
17億4,671万円

児童手当･施設入所
負担金等（扶助費）
7.5%
4億8,744万円

借入金の元利償還金
（公債費）9.8%
6億3,807万円

特別会計への繰出金等
7.8%
5億1,010万円

建設・災害復旧事業
17.2%
11億2,020万円

1世帯当りに
掛かる費用 約94万円1人当りに

掛かる費用

約２5万円1世帯当りが
納める町税 約１2万円1人当りが

納める町税

令和2年度末財政調整基金残高
14億0,941万円

（町民1人当たり）
約20万円

令和2年度末起債残高
53億7,718万円

（町民1人当たり）
約78万円

性質別分類とは

　全国統一の基準で地方公共団体の経費をその経済的性
質を基準として分類したもので、財政の構造上の特色や、
その良否を判断するために活用されます。

補助費の主なもの
特別定額給付金（新型コロナウイルス対策給付金）7億1,280万円
一部事務組合への負担金等
・下仁田南牧医療事務組合　　　　　　3億4,756万円
・富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合　2億1,629万円
・甘楽西部環境衛生施設組合　　　　　1億5,442万円

普通建設事業費の主なもの
道路･施設等の建設改良費
・災害復旧事業　　　　　　　　　　3億3,768万円
・町道橋梁改良等　　　　　　　　　2億6,410万円
・西牧防災広場建設事業等　　　　　1億3,806万円

決算情報決算情報

■地方債の状況（町が国等から借入れた借金）
◎会計別現在高
　 　

一 般 会 計

公営企業（上水道・旧簡水）

浄 化 槽 整 備 事 業

　 合 　 計 　

53億3,917万円

9億3,768万円

9,505万円

63億7,190万円

令和２年度末残高
　

53億7,718万円

8億4,434万円

1億0,722万円

63億2,874万円

 償還額（元金）

6億1,599万円

1億1,384万円

833万円

7億3,816万円

 借入額

6億5,400万円

2,050万円

2,050万円

6億9,500万円

令和２年度中

◎目的別現在高（一般会計分）

■基金の状況

　 　
総 務 債
衛 生 債
農 林 水 産 業 債
商 工 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
そ の 他
　 合 　 計 　

1億9,602万円
4億9,170万円
1億4,656万円
3億1,903万円
6億8,494万円
3億2,646万円
7億5,720万円
2億4,617万円
22億0,910万円
53億7,718万円

森林保全環境整備、町営バス購入、庁舎耐震補強工事等  
下仁田厚生病院改築、水道会計への出資  
農林道開設改良、集会所建設等  
遊歩道、観光看板、公園整備及び道の駅｢しもにた｣建設等  
道路橋梁新設改良及び公営住宅建設等  
防火水槽整備、消防車購入、防災行政無線施設整備等  
義務教育施設（校舎，屋体）、社会体育施設整備等  
農林業施設・教育施設及び公共土木施設災害復旧事業等  
臨時財政対策債、減税補てん債、減収補てん債等  

対　象　事　業　等

■特別会計決算の内訳
　 区 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業

歳 入 決 算 額
9億1,156万円
1億3,600万円
13億8,048万円

7,093万円

歳 出 決 算 額
8億9,835万円
1億3,443万円
13億6,677万円

6,993万円

差 引 額
1,321万円
157万円

1,371万円
100万円

財政調整基金

減債基金

水道事業基金

町営住宅敷金利子運用基金

町立学校施設基金

中西文庫基金

ふるさと下仁田応援基金

荒船風穴基金

道の駅しもにた基金

下仁田町子育て支援基金

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金

下仁田町公共施設等整備基金

下仁田町森林環境譲与税基金

下仁田町都市計画区域公共施設等整備基金

土地開発基金(現金)

用品調達基金

下仁田町収入印紙等購買基金

国民健康保険基金

介護給付費準備基金

浄化槽整備事業基金

合計(現金)

土地開発基金(貸付)

土地開発基金(土地)

土地開発基金(土地(㎡))

11億8,247万円

1,465万円

111万円

203万円

256万円

322万円

4,871万円

2,615万円

454万円

2,142万円

7,298万円

3億4,942万円

1,415万円

5,833万円

1億1,580万円

300万円

100万円

5,847万円

1億1,533万円

2,023万円

21億1,557万円

0万円

2億2,697万円

3万9,584㎡

2億2,694万円

0万円

0万円

0万円

13万円

△20万円

594万円

267万円

100万円

△652万円

1,689万円

△1,140万円

2,300万円

△29万円

435万円

0万円

0万円

1万円

△2,204万円

△206万円

2億3,842万円

0万円

0万円

0㎡

14億0,941万円

1,465万円

111万円

203万円

269万円

302万円

5,465万円

2,882万円

554万円

1,490万円

8,987万円

3億3,802万円

3,715万円

5,804万円

1億2,015万円

300万円

100万円

5,848万円

9,329万円

1,817万円

23億5,399万円

0万円

2億2,697万円

3万9,584㎡

令和元年度末残高区　　　分 年度中増減 令和２年度末残高

令和元年度末残高区　　　　分

区　　　　分 令和２年度末残高
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1．健全化判断比率
◆実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、令和2年
度の一般会計の収支決算額は黒字のため該当はありません。
◆連結実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計、特別会計、公営企業会計等すべての会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの
割合になるのかを示す指標で、一般会計をはじめとして全会計で収支決算額が黒字のため該当はありません。
◆実質公債費比率　＝　8.6％
　　一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標
で、早期健全化基準の25％を16.4%ポイント下回っています。
◆将来負担比率　＝　26.2％
　　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債（一般会計の借入金など）の残高が、標準的な収入に対してど
のくらいの割合になるのかを示す指標で、早期健全化基準の350％を大きく下回っています。

２.資金不足比率
◆資金不足比率　＝　資金不足なし
　　各公営企業会計の資金不足額が、事業の規模に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、それぞれ
の会計ともに資金不足はありませんでした。

下仁田町の健全化判断比率の状況

下仁田町の資金不足比率の状況

　 指 標 項 目 　
実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

健全化判断比率
赤字額なし
赤字額なし
8.6％
26.2％

早期健全化基準
15.00％
20.00％
25.00％
350.00％　

財政再生基準
20.00％
30.00％
35.00％

　 会 計 名 等 　
水 道 事 業 会 計
浄化槽整備事業会計

資金不足比率
資金不足なし
資金不足なし

早期健全化基準

20.00%

■健全化判断比率及び資金不足比率

健全な本町の財政状況
　健全化判断比率等のいずれかが基準以上となった場合には、財政健全化計
画を策定し財政健全化に向けた取組が必要となりますが、令和２年度の算定結
果では、全ての指標において基準値を下回りました。このことから、町の財政状
況は健全な状態にありますが、より一層の財政健全化を進めてまいります。
　各指標の数値は、次のとおりとなっております。

　平成19年度に【地方公共団体の財政の健全化に関する法律】が制定されたことに伴い、毎年度の決算における
健全化判断比率及び資金不足比率（以下「健全化判断比率」といいます。）の算定・公表が義務付けられました。

水道事業
下仁田町水道事業会計決算 （消費税を含みます）

（消費税を含みません）

固定資産 24億4,137万円 固定負債 7億4,534万円

2,230万円

流動資産 1億7,803万円 流動負債 1億3,249万円
繰延収益 8億3,903万円
負債合計 17億1,686万円

4,438万円
2,208万円

資本金 7億3,081万円

営業収益
営業費用
営業損失

営業外収益
営業外費用
経常利益
当年度純利益 2,208万円

剰余金 1億7,173万円
資本合計 9億0,254万円

資産合計 26億1,940万円 負債･資本合計 26億1,940万円

令和２年度　下仁田町公営企業決算状況

資産の部 負債の部

資本の部

1億7,774万円
2億0,004万円

5,880万円
1,442万円

当年度純利益　2,208万円  

収益的収入
収益的支出
資本的収入

資本的支出
　　不足額*

 2億5,065万円
2億2,797万円
8,716万円
△250万円

1億4,535万円
6,069万円

*資本的収入が資本的支出に対して不足する
 額は次のとおり補てんしました。
当年度分消費税資本的収支調整額
当年度分損益勘定留保資金　
減債積立金取崩

54万円
5,209万円
806万円

下仁田町水道事業貸借対照表
（令和3年3月31日）

下仁田町水道事業損益計算書
（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）

（消費税を含みません）

　公営事業は、下仁田町全体の一般世帯数の減少等に伴い年々収益が減少する厳しい状況です。
　常に安心・安全・安定を届けるために効率的な運営を心がけ、ライフラインの維持管理や老朽化が進む施設
の更新に努めています。       

翌年度繰越額に係る財源充当額

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
、全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
本
年
11
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の
証
明
書
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い

て
の
ご
照
会
先
は
証
明
書（
ハ
ガ
キ
）に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、そ
ち
ら
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
報しもにた

決算情報決算情報
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1．健全化判断比率
◆実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、令和2年
度の一般会計の収支決算額は黒字のため該当はありません。
◆連結実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計、特別会計、公営企業会計等すべての会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの
割合になるのかを示す指標で、一般会計をはじめとして全会計で収支決算額が黒字のため該当はありません。
◆実質公債費比率　＝　8.6％
　　一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標
で、早期健全化基準の25％を16.4%ポイント下回っています。
◆将来負担比率　＝　26.2％
　　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債（一般会計の借入金など）の残高が、標準的な収入に対してど
のくらいの割合になるのかを示す指標で、早期健全化基準の350％を大きく下回っています。

２.資金不足比率
◆資金不足比率　＝　資金不足なし
　　各公営企業会計の資金不足額が、事業の規模に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、それぞれ
の会計ともに資金不足はありませんでした。

下仁田町の健全化判断比率の状況

下仁田町の資金不足比率の状況

　 指 標 項 目 　
実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

健全化判断比率
赤字額なし
赤字額なし
8.6％
26.2％

早期健全化基準
15.00％
20.00％
25.00％
350.00％　

財政再生基準
20.00％
30.00％
35.00％

　 会 計 名 等 　
水 道 事 業 会 計
浄化槽整備事業会計

資金不足比率
資金不足なし
資金不足なし

早期健全化基準

20.00%

■健全化判断比率及び資金不足比率

健全な本町の財政状況
　健全化判断比率等のいずれかが基準以上となった場合には、財政健全化計
画を策定し財政健全化に向けた取組が必要となりますが、令和２年度の算定結
果では、全ての指標において基準値を下回りました。このことから、町の財政状
況は健全な状態にありますが、より一層の財政健全化を進めてまいります。
　各指標の数値は、次のとおりとなっております。

　平成19年度に【地方公共団体の財政の健全化に関する法律】が制定されたことに伴い、毎年度の決算における
健全化判断比率及び資金不足比率（以下「健全化判断比率」といいます。）の算定・公表が義務付けられました。

水道事業
下仁田町水道事業会計決算 （消費税を含みます）

（消費税を含みません）

固定資産 24億4,137万円 固定負債 7億4,534万円

2,230万円

流動資産 1億7,803万円 流動負債 1億3,249万円
繰延収益 8億3,903万円
負債合計 17億1,686万円

4,438万円
2,208万円

資本金 7億3,081万円

営業収益
営業費用
営業損失

営業外収益
営業外費用
経常利益
当年度純利益 2,208万円

剰余金 1億7,173万円
資本合計 9億0,254万円

資産合計 26億1,940万円 負債･資本合計 26億1,940万円

令和２年度　下仁田町公営企業決算状況

資産の部 負債の部

資本の部

1億7,774万円
2億0,004万円

5,880万円
1,442万円

当年度純利益　2,208万円  

収益的収入
収益的支出
資本的収入

資本的支出
　　不足額*

 2億5,065万円
2億2,797万円
8,716万円
△250万円

1億4,535万円
6,069万円

*資本的収入が資本的支出に対して不足する
 額は次のとおり補てんしました。
当年度分消費税資本的収支調整額
当年度分損益勘定留保資金　
減債積立金取崩

54万円
5,209万円
806万円

下仁田町水道事業貸借対照表
（令和3年3月31日）

下仁田町水道事業損益計算書
（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）

（消費税を含みません）

　公営事業は、下仁田町全体の一般世帯数の減少等に伴い年々収益が減少する厳しい状況です。
　常に安心・安全・安定を届けるために効率的な運営を心がけ、ライフラインの維持管理や老朽化が進む施設
の更新に努めています。       

翌年度繰越額に係る財源充当額

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
、全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
本
年
11
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の
証
明
書
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い

て
の
ご
照
会
先
は
証
明
書（
ハ
ガ
キ
）に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、そ
ち
ら
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
報しもにた

決算情報決算情報
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令
和
３
年
４
月
に「
過
疎
地
域
の
持

続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」が
制
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
下
仁

田
町
は
全
域
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
法
律
に
基
づ
き
、

５
か
年
計
画
と
し
て「
下
仁
田
町
持
続

的
発
展
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
新
計
画
で
は
、過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
と
過
疎
か
ら
の
脱
却
に
つ
い
て

の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
、よ
り
一
層
地

方
創
生
と
町
民
の
生
活
に
根
差
し
た

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
計
画
本
文
は
下
仁
田
町
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、企
画
課
で
も
冊
子
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

U
RL:http://w

w
w
.tow
n.shim

onita.
lg.jp/kikaku-zaisei/m

05/m
02/0

1.htm
l
●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―
8
8
0
9

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
現
在
、
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

4
0
0
ｍ
ｌ
献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82―

５
４
９
０

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

令
和
4
年 

成
人
式

●
日
時
　

令
和
4
年
1
月
9
日
（
日
）

○
受
付
　
午
後
1
時
30
分

○
記
念
撮
影
　
午
後
2
時

○
開
式
　
午
後
2
時
30
分

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
該
当
者
　
平
成
13
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
14
年
4
月
1
日
ま
で
に
出
生

し
た
下
仁
田
町
に
住
所
を
有
す
る
方
。

（
別
途
案
内
状
を
送
り
ま
す
。）

※
下
仁
田
町
に
住
所
の
な
い
方
で
町

の
成
人
式
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
教
育
委
員
会
窓
口
で
の
申
し

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

際
、
ご
家
族
の
方
が
代
理
で
申
し
込

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、

町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す

る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出

基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、同
規
程
の
公

開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

支出日

9月分

9月分

9月分

支出区分

弔慰

弔慰

その他

支出金額

20,000

8,000

9,100

37,100

支出内容支

葬儀生花 2件

葬儀香典 2件

手土産代等３件

(9月分) (単位:円)

9月分 計

日　時

11月9日
(火)

受付時間

10時～11時45分

13時～15時30分

献血会場

下仁田町役場
町民ホール
（玄関ロビー）

　
沿
線
で
自
由
に
乗
り
降
り
で
き
る

お
得
な
乗
車
券
を
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
期
間
　
令
和
３
年
11
月
・
12

月
の
土
日
　
祝
日

●
利
用
期
間
　
販
売
当
日
限
り
有
効 

●
価
格
　
大
人
１
２
０
０
円
、
小
人

６
０
０
円

●
発
売
枚
数
　
５
５
０
枚
限
定

●
発
売
場
所
　
高
崎
駅
　
吉
井
駅
　

上
州
富
岡
駅
　
下
仁
田
駅 

●
券
種
　
硬
券 

●
適
用
区
間
　
高
崎
〜
下
仁
田
間 

乗

り
降
り
自
由

●
問
い
合
わ
せ
　
上
信
電
鉄 

鉄
道
部

☎
０
２
７
―
３
２
３
―
８
０
７
３

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

む
こ
と
も
可
能
で
す
。

●
申
し
込
み
期
限
　
11
月
30
日（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
係
　

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
1
1
5

申
し
込
み
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口

も
し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
開
催
の
可
否
や
式

典
の
内
容
な
ど
が
例
年
と
は
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
下
仁
田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

最
新
の
情
報
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま

す
。

〜 

沿
道
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ 

〜

降
雪
前
に
樹
木
の
枝
払
い
や
伐
採
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
雪
が
降
る
と
、積
も
っ
た
雪
の
重
さ

で
竹
や
樹
木
の
枝
が
道
路
に
垂
れ
下

が
り
、車
両
や
歩
行
者
の
通
行
に
支
障

が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
原
因
で
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
に
山
林
等
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
は
、交
通
事
故
防
止
の
た
め

に
も
樹
木
の
伐
採
や
枝
払
い
な
ど
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、緊
急
の
場
合
は
道
路
通
行
の

支
障
と
な
る
樹
木
や
枝
を
予
告
な
く

伐
採
、撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
道
路
沿
線
の
樹
木
は
冬
季
の
降
雪

時
に
限
ら
ず
、夏
季
に
お
い
て
も
梅
雨

の
長
雨
や
夕
立
な
ど
の
雷
雨
、さ
ら
に

台
風
に
よ
る
豪
雨
に
よ
り
倒
木
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
見
通
し

の
良
い
状
態
も
確
保
で
き
ま
す
の
で

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、所
有

者
に
よ
る
日
常
的
な
点
検
と
倒
木
と

な
る
可
能
性
の
あ
る
危
険
な
樹
木
伐

採
等
、適
切
な
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

町

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法

ぐ
ん
ま
快
疎
化

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

下
仁
田
町
持
続
的
発
展
計
画

国県

成人式HP
QRコード

　
町
で
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
付

け
採
用
予
定
の
正
規
職
員
（
保
健

師
）
１
名
を
募
集
し
ま
す
。

　
採
用
試
験
等
、
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
受
験
資
格

○
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
、
年
齢

が
満
30
歳
未
満
の
人

○
保
健
師
免
許
を
有
す
る
人
又
は
令

和
４
年
３
月
末
ま
で
に
保
健
師
免
許

を
取
得
す
る
見
込
み
の
人

○
下
仁
田
町
H
P
内
に
あ
る
『
令
和

４
年
４
月
採
用
　
下
仁
田
町
職
員

（
保
健
師
）
を
募
集
し
ま
す
』
に
、

募
集
要
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
内
容

の
確
認
を
し
て
下
さ
い
。

●
試
験
日

○
日
時
　
令
和
４
年
１
月
中
旬
を
予
定

○
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
受
付
期
間

○
11
月
１
日
（
月
）
か
ら
12
月
20
日

（
月
）
ま
で

【
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）
】

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
人
事
給
与
係

（
内
線
５
０
４
）

令
和
４
年
４
月
採
用

下
仁
田
町
職
員（
保
健
師
）を
募
集
し
ま
す

上
信
電
鉄
「
特
別
割
引
フ
リ
ー
乗
車
券
」
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令
和
３
年
４
月
に「
過
疎
地
域
の
持

続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」が
制
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
下
仁

田
町
は
全
域
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
法
律
に
基
づ
き
、

５
か
年
計
画
と
し
て「
下
仁
田
町
持
続

的
発
展
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
新
計
画
で
は
、過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
と
過
疎
か
ら
の
脱
却
に
つ
い
て

の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
、よ
り
一
層
地

方
創
生
と
町
民
の
生
活
に
根
差
し
た

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
計
画
本
文
は
下
仁
田
町
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、企
画
課
で
も
冊
子
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

U
RL:http://w

w
w
.tow
n.shim

onita.
lg.jp/kikaku-zaisei/m

05/m
02/0

1.htm
l

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

8
8
0
9

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
現
在
、
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

4
0
0
ｍ
ｌ
献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82―

５
４
９
０

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

令
和
4
年 

成
人
式

●
日
時
　

令
和
4
年
1
月
9
日
（
日
）

○
受
付
　
午
後
1
時
30
分

○
記
念
撮
影
　
午
後
2
時

○
開
式
　
午
後
2
時
30
分

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
該
当
者
　
平
成
13
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
14
年
4
月
1
日
ま
で
に
出
生

し
た
下
仁
田
町
に
住
所
を
有
す
る
方
。

（
別
途
案
内
状
を
送
り
ま
す
。）

※
下
仁
田
町
に
住
所
の
な
い
方
で
町

の
成
人
式
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
教
育
委
員
会
窓
口
で
の
申
し

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

際
、
ご
家
族
の
方
が
代
理
で
申
し
込

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、

町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す

る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出

基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、同
規
程
の
公

開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

支出日

9月分

9月分

9月分

支出区分

弔慰

弔慰

その他

支出金額

20,000

8,000

9,100

37,100

支出内容支

葬儀生花 2件

葬儀香典 2件

手土産代等３件

(9月分) (単位:円)

9月分 計

日　時

11月9日
(火)

受付時間

10時～11時45分

13時～15時30分

献血会場

下仁田町役場
町民ホール
（玄関ロビー）

　
沿
線
で
自
由
に
乗
り
降
り
で
き
る

お
得
な
乗
車
券
を
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
期
間
　
令
和
３
年
11
月
・
12

月
の
土
日
　
祝
日

●
利
用
期
間
　
販
売
当
日
限
り
有
効 

●
価
格
　
大
人
１
２
０
０
円
、
小
人

６
０
０
円

●
発
売
枚
数
　
５
５
０
枚
限
定

●
発
売
場
所
　
高
崎
駅
　
吉
井
駅
　

上
州
富
岡
駅
　
下
仁
田
駅 

●
券
種
　
硬
券 

●
適
用
区
間
　
高
崎
〜
下
仁
田
間 

乗

り
降
り
自
由

●
問
い
合
わ
せ
　
上
信
電
鉄 

鉄
道
部

☎
０
２
７
―
３
２
３
―
８
０
７
３

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

む
こ
と
も
可
能
で
す
。

●
申
し
込
み
期
限
　
11
月
30
日（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
係
　

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
1
1
5

申
し
込
み
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口

も
し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
開
催
の
可
否
や
式

典
の
内
容
な
ど
が
例
年
と
は
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
下
仁
田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

最
新
の
情
報
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま

す
。

〜 

沿
道
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ 

〜

降
雪
前
に
樹
木
の
枝
払
い
や
伐
採
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
雪
が
降
る
と
、積
も
っ
た
雪
の
重
さ

で
竹
や
樹
木
の
枝
が
道
路
に
垂
れ
下

が
り
、車
両
や
歩
行
者
の
通
行
に
支
障

が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
原
因
で
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
に
山
林
等
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
は
、交
通
事
故
防
止
の
た
め

に
も
樹
木
の
伐
採
や
枝
払
い
な
ど
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、緊
急
の
場
合
は
道
路
通
行
の

支
障
と
な
る
樹
木
や
枝
を
予
告
な
く

伐
採
、撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
道
路
沿
線
の
樹
木
は
冬
季
の
降
雪

時
に
限
ら
ず
、夏
季
に
お
い
て
も
梅
雨

の
長
雨
や
夕
立
な
ど
の
雷
雨
、さ
ら
に

台
風
に
よ
る
豪
雨
に
よ
り
倒
木
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
見
通
し

の
良
い
状
態
も
確
保
で
き
ま
す
の
で

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、所
有

者
に
よ
る
日
常
的
な
点
検
と
倒
木
と

な
る
可
能
性
の
あ
る
危
険
な
樹
木
伐

採
等
、適
切
な
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

町

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法

ぐ
ん
ま
快
疎
化

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

下
仁
田
町
持
続
的
発
展
計
画

国県

成人式HP
QRコード

　
町
で
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
付

け
採
用
予
定
の
正
規
職
員
（
保
健

師
）
１
名
を
募
集
し
ま
す
。

　
採
用
試
験
等
、
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
受
験
資
格

○
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
、
年
齢

が
満
30
歳
未
満
の
人

○
保
健
師
免
許
を
有
す
る
人
又
は
令

和
４
年
３
月
末
ま
で
に
保
健
師
免
許

を
取
得
す
る
見
込
み
の
人

○
下
仁
田
町
H
P
内
に
あ
る
『
令
和

４
年
４
月
採
用
　
下
仁
田
町
職
員

（
保
健
師
）
を
募
集
し
ま
す
』
に
、

募
集
要
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
内
容

の
確
認
を
し
て
下
さ
い
。

●
試
験
日

○
日
時
　
令
和
４
年
１
月
中
旬
を
予
定

○
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
受
付
期
間

○
11
月
１
日
（
月
）
か
ら
12
月
20
日

（
月
）
ま
で

【
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）
】

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
人
事
給
与
係

（
内
線
５
０
４
）

令
和
４
年
４
月
採
用

下
仁
田
町
職
員（
保
健
師
）を
募
集
し
ま
す

上
信
電
鉄
「
特
別
割
引
フ
リ
ー
乗
車
券
」
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

申
し
込
み
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振

興
整
備
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

U
R
L
　http://w

w
w
.tom
ioka

kanra-kouiki.jp/

　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
や
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
方

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
令
和
4
年
度
普
通
課
程
木
造
建

築
科
、
普
通
課
程
建
築
設
計
科
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
訓
練
期
間
　

木
造
建
築
科
2
年（
昼
間
訓
練
）

建
築
設
計
科
2
年（
夜
間
訓
練
）

●
訓
練
日
数
　

木
造
建
築
科（
昼
間
訓
練
）

月
に
3
日
〜
5
日

建
築
設
計
科（
夜
間
訓
練
）

月
に
6
日
〜
9
日

●
訓
練
内
容

木
造
建
築
科

専
門
学
科
・
基
本
実
技

建
築
設
計
科

建
築
物
の
製
図
、写
図
、設
計
に
お
け

る
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
。

建
築
実
技
は
、
主
に
J
W
―
C
A
D

を
使
用
し
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
受
講
資
格
　
建
築
関
係
事
業
所

後
継
者
（
労
災
保
険
加
入
者
）
お
よ

び
従
業
員
（
労
災
保
険
及
び
雇
用
保

険
加
入
者
）

●
訓
練
費
等
　
入
校
希
望
者
は
下

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
員
　
木
造
建
築
科
10
人

（
申
込
者
が
少
人
数
の
場
合
は
、訓
練

を
中
止
し
ま
す
。）

建
築
設
計
科
5
人
（
申
込
者
が
少
人

数
の
場
合
は
、訓
練
を
中
止
し
ま
す
。）

●
申
込
期
間
　令
和
3
年
12
月
1

日
〜
令
和
4
年
1
月
31
日

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
4
4
3

（
平
日
、午
前
9
時
〜
午
後
5
時

但
し
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11

月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

　『
お
う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検
火

の
始
末
』
が
令
和
3
年
度
の
全
国
統

一
防
火
標
語
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
こ
と
で

自
宅
で
の
活
動
を
強
い
ら
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。火
気
を
多
く
使
う

時
季
に
な
り
、
暖
房
機
器
や
コ
ン
セ

ン
ト
の
掃
除
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
作
動
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
富
岡
甘
楽
広
域
幼
少
年
女
性

防
火
委
員
会
が
開
催
す
る
、少
年
消

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
11
月
26

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
で
は
、
事
務
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

●
職
員
の
身
分
　
地
方
公
務
員

●
採
用
予
定
日
 

令
和
4
年
4
月
1
日

●
申
込
受
付
期
間
　

令
和
3
年
11
月
1
日（
月
）か
ら

11
月
24
日（
水
）ま
で

（
土
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
除
く
、午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）

●
試
験
日
　
第
1
次
試
験
　

令
和
3
年
12
月
12
日（
日
）

●
受
験
資
格
　
平
成
4
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
学
校
教
育

法
に
よ
る
高
等
学
校
、大
学
等
を
卒

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
や
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
情
報
提
供

　
刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判

の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種

機
関
の
相
談
窓
口
等
に
つ
い
て
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

●
経
済
的
負
担
の
軽
滅

　
特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
等
の
一
部

に
つ
い
て
警
察
が
経
費
を
支
出
す
る

等
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
等
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
滅
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

●
精
神
的
負
担
の
軽
滅

　
安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談
な

ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者
相
談

電
話
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

●
安
全
の
確
保
　

　
同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害
を

受
け
な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導
や
立

ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、
様
々
な

機
材
等
を
活
用
し
て
安
全
対
策
を
諱

防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
「
火
災
予
防
ポ

ス
タ
ー
展
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、中
止
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。2
5
9
点
の
応
募
が
あ
り
、

下
仁
田
町
の
受
賞
者
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

赤
岡
　
一
輝
　

（
あ
か
お
か
　
か
ず
き
） 

（
下
仁
田
小
学
校
4
年
）

茂
木
　
円
花

（
も
て
き
　
ま
ど
か
） 

（
下
仁
田
小
学
校
4
年
）

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
11
月
２
日
、
12
月
７
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

●
試
験
方
法
 

教
養
試
験
・
適
性
検
査

●
試
験
申
込
書
の
交
付
 
富
岡
甘
楽

広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
事

務
局
で
交
付
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
事
務
局 

総
務
課

〒
3
7
0
―
2
3
1
6
　

富
岡
市
富
岡
2
4
8
6
番
地
7

☎
0
2
7
4
―
62
―
5
2
6
1

●
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
に
つ
い
て

　
当
組
合
は
、
地
方
自
治
法
第
1
条

の
3
及
び
第
2
8
4
条
第
2
項
で
定

め
ら
れ
て
い
る
特
別
地
方
公
共
団
体

で
す
。

　
富
岡
市
、
下
仁
田
町
、
南
牧
村
及

び
甘
楽
町
が
構
成
団
体
と
な
り
、
消

防
、看
護
師
の
養
成
、し
尿
処
理
施
設

等
の
事
務
を
共
同
処
理
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
試
験
申
込
書
は
郵
送
で
も
交
付
し

ま
す
。封
筒
に「
事
務
職
員
採
用
試
験

申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、1
2
0

円
切
手
を
貼
っ
た
送
付
先
明
記
の
返

信
用
封
筒（
角
型
2
号
）を
同
封
し
、

じ
ま
す
。

●
犯
罪
被
害
給
付
制
度
及
び
国
外

犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
支
給
制
度

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、

負
傷
又
は
疾
病
が
生
じ
た
場
合
及
び

日
本
国
外
に
お
け
る
故
意
の
犯
罪
行

為
に
よ
り
死
亡
、
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
ご
遣
族
や
被
害
に
あ
わ
れ
た

ご
本
人
に
対
し
て
、
国
が
一
時
金
を

支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
審
査

に
よ
り
、
減
額
又
は
不
支
給
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　
な
お
、
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
警
察
署
警
務
課

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0

内
線
2
1
1

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ

適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
18
日（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
（
☎
０
２
７
―
８
９
６

―
４
７
３
７
）

※
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

方
の
賃
金
引
上
げ
等
を
支
援
す
る
助

成
金
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
業
務
改
善
助
成
金

●
問
い
合
わ
せ

雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
９

○
雇
用
調
整
助
成
金

●
問
い
合
わ
せ

職
業
安
定
部
対
策
課

☎
０
２
７
―
２
１
０
―
５
０
０
８

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
職
員
採
用
試
験

行
政
相
談

富
岡
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

令
和
4
年
度
訓
練
生
募
集

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

人
権
相
談

群
馬
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た

み
ん
な
チ
ェッ
ク
!
最
低
賃
金

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者

支
援
に
つ
い
て

群
馬
県
最
低
賃
金

時
間
額
8
6
5
円

令
和
3
年
10
月
2
日
よ
り
改
正

●
施
設
名
　
荒
船
の
湯（
南
野

牧
９
３
２
６
―
１
）

●
業
　務
　
フ
ロ
ン
ト
・
受
付

●
問
い
合
わ
せ
　
荒
船
の
湯

☎
67
―
５
５
７
７

地
域
の
雇
用

　
　 創
出
コ
ー
ナ
ー



お知らせ版お知らせ版

15 14下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

申
し
込
み
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振

興
整
備
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

U
R
L
　http://w

w
w
.tom
ioka

kanra-kouiki.jp/

　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
や
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
方

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
令
和
4
年
度
普
通
課
程
木
造
建

築
科
、
普
通
課
程
建
築
設
計
科
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
訓
練
期
間
　

木
造
建
築
科
2
年（
昼
間
訓
練
）

建
築
設
計
科
2
年（
夜
間
訓
練
）

●
訓
練
日
数
　

木
造
建
築
科（
昼
間
訓
練
）

月
に
3
日
〜
5
日

建
築
設
計
科（
夜
間
訓
練
）

月
に
6
日
〜
9
日

●
訓
練
内
容

木
造
建
築
科

専
門
学
科
・
基
本
実
技

建
築
設
計
科

建
築
物
の
製
図
、写
図
、設
計
に
お
け

る
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
。

建
築
実
技
は
、
主
に
J
W
―
C
A
D

を
使
用
し
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
受
講
資
格
　
建
築
関
係
事
業
所

後
継
者
（
労
災
保
険
加
入
者
）
お
よ

び
従
業
員
（
労
災
保
険
及
び
雇
用
保

険
加
入
者
）

●
訓
練
費
等
　
入
校
希
望
者
は
下

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
員
　
木
造
建
築
科
10
人

（
申
込
者
が
少
人
数
の
場
合
は
、訓
練

を
中
止
し
ま
す
。）

建
築
設
計
科
5
人
（
申
込
者
が
少
人

数
の
場
合
は
、訓
練
を
中
止
し
ま
す
。）

●
申
込
期
間
　令
和
3
年
12
月
1

日
〜
令
和
4
年
1
月
31
日

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
4
4
3

（
平
日
、午
前
9
時
〜
午
後
5
時

但
し
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11

月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

　『
お
う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検
火

の
始
末
』
が
令
和
3
年
度
の
全
国
統

一
防
火
標
語
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
こ
と
で

自
宅
で
の
活
動
を
強
い
ら
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。火
気
を
多
く
使
う

時
季
に
な
り
、
暖
房
機
器
や
コ
ン
セ

ン
ト
の
掃
除
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
作
動
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
富
岡
甘
楽
広
域
幼
少
年
女
性

防
火
委
員
会
が
開
催
す
る
、少
年
消

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
11
月
26

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
で
は
、
事
務
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

●
職
員
の
身
分
　
地
方
公
務
員

●
採
用
予
定
日
 

令
和
4
年
4
月
1
日

●
申
込
受
付
期
間
　

令
和
3
年
11
月
1
日（
月
）か
ら

11
月
24
日（
水
）ま
で

（
土
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
除
く
、午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）

●
試
験
日
　
第
1
次
試
験
　

令
和
3
年
12
月
12
日（
日
）

●
受
験
資
格
　
平
成
4
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
学
校
教
育

法
に
よ
る
高
等
学
校
、大
学
等
を
卒

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
や
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
情
報
提
供

　
刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判

の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種

機
関
の
相
談
窓
口
等
に
つ
い
て
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

●
経
済
的
負
担
の
軽
滅

　
特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
等
の
一
部

に
つ
い
て
警
察
が
経
費
を
支
出
す
る

等
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
等
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
滅
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

●
精
神
的
負
担
の
軽
滅

　
安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談
な

ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者
相
談

電
話
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

●
安
全
の
確
保
　

　
同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害
を

受
け
な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導
や
立

ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、
様
々
な

機
材
等
を
活
用
し
て
安
全
対
策
を
諱

防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
「
火
災
予
防
ポ

ス
タ
ー
展
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、中
止
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。2
5
9
点
の
応
募
が
あ
り
、

下
仁
田
町
の
受
賞
者
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

赤
岡
　
一
輝
　

（
あ
か
お
か
　
か
ず
き
） 

（
下
仁
田
小
学
校
4
年
）

茂
木
　
円
花

（
も
て
き
　
ま
ど
か
） 

（
下
仁
田
小
学
校
4
年
）

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
11
月
２
日
、
12
月
７
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

●
試
験
方
法
 

教
養
試
験
・
適
性
検
査

●
試
験
申
込
書
の
交
付
 
富
岡
甘
楽

広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
事

務
局
で
交
付
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
事
務
局 

総
務
課

〒
3
7
0
―
2
3
1
6
　

富
岡
市
富
岡
2
4
8
6
番
地
7

☎
0
2
7
4
―
62
―
5
2
6
1

●
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
に
つ
い
て

　
当
組
合
は
、
地
方
自
治
法
第
1
条

の
3
及
び
第
2
8
4
条
第
2
項
で
定

め
ら
れ
て
い
る
特
別
地
方
公
共
団
体

で
す
。

　
富
岡
市
、
下
仁
田
町
、
南
牧
村
及

び
甘
楽
町
が
構
成
団
体
と
な
り
、
消

防
、看
護
師
の
養
成
、し
尿
処
理
施
設

等
の
事
務
を
共
同
処
理
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
試
験
申
込
書
は
郵
送
で
も
交
付
し

ま
す
。封
筒
に「
事
務
職
員
採
用
試
験

申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、1
2
0

円
切
手
を
貼
っ
た
送
付
先
明
記
の
返

信
用
封
筒（
角
型
2
号
）を
同
封
し
、

じ
ま
す
。

●
犯
罪
被
害
給
付
制
度
及
び
国
外

犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
支
給
制
度

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、

負
傷
又
は
疾
病
が
生
じ
た
場
合
及
び

日
本
国
外
に
お
け
る
故
意
の
犯
罪
行

為
に
よ
り
死
亡
、
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
ご
遣
族
や
被
害
に
あ
わ
れ
た

ご
本
人
に
対
し
て
、
国
が
一
時
金
を

支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
審
査

に
よ
り
、
減
額
又
は
不
支
給
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　
な
お
、
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
警
察
署
警
務
課

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0

内
線
2
1
1

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ

適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
18
日（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
（
☎
０
２
７
―
８
９
６

―
４
７
３
７
）

※
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

方
の
賃
金
引
上
げ
等
を
支
援
す
る
助

成
金
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
業
務
改
善
助
成
金

●
問
い
合
わ
せ

雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
９

○
雇
用
調
整
助
成
金

●
問
い
合
わ
せ

職
業
安
定
部
対
策
課

☎
０
２
７
―
２
１
０
―
５
０
０
８

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
職
員
採
用
試
験

行
政
相
談

富
岡
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

令
和
4
年
度
訓
練
生
募
集

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

人
権
相
談

群
馬
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た

み
ん
な
チ
ェッ
ク
!
最
低
賃
金

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者

支
援
に
つ
い
て

群
馬
県
最
低
賃
金

時
間
額
8
6
5
円

令
和
3
年
10
月
2
日
よ
り
改
正

●
施
設
名
　
荒
船
の
湯（
南
野

牧
９
３
２
６
―
１
）

●
業
　務
　
フ
ロ
ン
ト
・
受
付

●
問
い
合
わ
せ
　
荒
船
の
湯

☎
67
―
５
５
７
７

地
域
の
雇
用

　
　 創
出
コ
ー
ナ
ー
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

強
化
期
間
」と
し
、
全
国
に
お
い
て
集

中
的
な
活
動
を
展
開
し
、
未
手
続
事

業
が
多
い
と
思
わ
れ
る
業
種
別
の
一

掃
対
策
を
強
化
す
る
等
、
全
国
に
お

い
て
集
中
的
加
入
促
進
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
本
活
動
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
皆
様

方
の
御
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

労
働
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
つ

い
て
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
4

ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監
督

署
・
各
公
共
職
業
安
定
所

　
質
量
計
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
メ
ー

タ
ー
、
体
温
計
、
血
圧
計
、
ガ
ソ
リ
ン

メ
ー
タ
ー
な
ど
、
私
た
ち
の
身
の
回

り
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
計
量
器
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
暮
ら
し
が

安
全
で
安
心
で
あ
る
た
め
に
は
、こ
れ

ら
の
計
量
器
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
群
馬
県
計
量
検
定
所
で
は
、
家
庭

の
体
重
計
や
料
理
用
は
か
り
な
ど
の

精
度
確
認
の
ご
依
頼
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。ま
た
、計
量
に
つ
い
て
の

ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。）

●
相
談
時
間
　
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

●
相
談
方
法
　
来
所
又
は
電
話

●
問
い
合
わ
せ
　

群
馬
県
計
量
検
定
所

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
２
４
３
６

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た

林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
に
国
が

作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や

め
た
と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全

体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

●
事
業
主
の
皆
様
へ

〇
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て

適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事

者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う

指
導
し
て
下
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
以
下
の
連
絡
先
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
来
る
11
月
12
日

（
金
）か
ら
同
月
18
日（
木
）ま
で
の
一

週
間
を「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
」
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
、
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・

悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓

口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
専

用
電
話
番
号
は
全
国
共
通
　

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

（
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
）

※
I
P
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

　
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間
は
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
土
曜
日
と

日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で
※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

●
受
付
時
間
　
平
日
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分

●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
―
２
２
１
―
４
４
６
６

●
内
容
　
群
馬
県
で
は
相
談
・
支
援

な
ど
の
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、改
善

命
令
や
行
政
指
導
、
罰
則
な
ど
の
対

象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

保
健
課
環
境
係
（
下
仁
田
町
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
今
年
度
お
配
り
し
た
下
仁
田
町
応

援
商
品
券
は
12
月
末
が
有
効
期
限
で

す
。

　
商
品
購
入
だ
け
で
な
く
、
整
髪
や

工
事
等
の
サ
ー
ビ
ス
、
飲
食
店
の
出

前
や
お
持
ち
帰
り
に
も
お
使
い
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

商
品
券
の
換
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
　

☎
64
―
８
８
０
５

　
下
仁
田
町
観
光
協
会
と
前
橋
工

科
大
学
地
域
・
交
通
計
画
研
究
室

が
共
同
で
「
C
+
W
a
l
k 

T
」
の

試
乗
会
を
開
催
し
ま
す
。開
催
日
等

に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

☎
03
―
6
7
3
1
―
2
8
8
9

https://w
w
w
.rintaikyo.taisyoku

kin.go.jp/

　
掃
除
や
片
付
け
で
出
た
ご
み
や
下

草
刈
り
な
ど
で
出
た
枯
草
・
枯
れ
枝

等
を
畑
や
庭
先
で
焼
却
す
る
行
為

（
野
焼
き
）は
、
法
律
や
県
条
例
及
び

町
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
焼
却
行
為
に
よ
り
発
生
す
る
煙
等

は
、
近
隣
住
民
の
健
康
被
害
や
生
活

環
境
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
空

気
が
乾
燥
し
、付
近
の
枯
草
や
山
林
、

建
物
へ
の
延
焼
す
る
恐
れ
が
高
く
、火

災
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。（
ご

み
焼
却
行
為
が
原
因
で
発
生
す
る
火

災
が
、
富
岡
甘
楽
広
域
圏
内
の
出
火

原
因
の
上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
）

　
ご
み
や
、庭
木
、枯
草
な
ど
は
燃
や

さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご
み
収

集
に
出
す
か
、直
接
、町
の
ご
み
焼
却

場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為
な
ど

①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
を
利

用
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

③
小
型
焼
却
炉
を
利
用
し
て
の
焼
却

●
違
反
す
る
と
…

　
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
焼

却
行
為
で
も
住
民
か
ら
煙
や
に
お
い

の
経
験
豊
富
な
民
間
団
体
に
委
託

し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
電
話
・

S
N
S
で
の
相
談
受
付
や
、
訪
問
・

同
行
等
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
相
談
窓
口
　〈
西
毛
地
域
〉

A
n
n
a
k
a  

ひ
だ
ま
り
マ
ル
シ
ェ

●
相
談
日
時
　

月
・
火
・
木
・
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

土
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

（
年
末
年
始
、祝
日
除
く
）

☎
０
２
７
―
３
８
４
―
３
１
３
１

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
ぐ
ん
ま
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
２
２
１
１

　「
労
働
保
険
」と
は
、
業
務
又
は
通

勤
に
起
因
し
て
負
傷
等
を
被
っ
た
労

働
者
に
対
し
て
補
償
を
行
う
労
働
者

災
害
補
償
保
険
（
労
災
保
険
）
と
労

働
者
が
失
業
し
た
際
に
生
活
の
安
定

等
を
図
る
雇
用
保
険
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
制
度
で
、
労
働
者
の
福
祉
の
向

上
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
「
未
手
続
事
業

一
掃
対
策
」を
、
年
間
を
通
じ
た
主
要

課
題
と
し
て
位
置
付
け
た
上
で
、
11

月
を「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃

●
日
時
　

令
和
3
年
11
月
13
日
（
土
）・
14
日

（
日
）両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
３

時●
開
催
場
所

交
流
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
道
の
駅
し

も
に
た
内
）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
67
―
7
5
0
0

※
C
+
W
a
l
k 

T
と
は
電
気
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
、
電
動
機
で
走

行
す
る
1
人
乗
り
の
新
し
い
移
動
手

段
で
す
。主
な
用
途
と
し
て
は
、高
齢

者
や
自
家
用
車
の
運
転
、
徒
歩
で
の

長
距
離
移
動
が
困
難
な
場
合
に
、
利

用
者
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
及
び
そ
の
ご
家
族
の

皆
さ
ん
へ

　
群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

●
日
時
　
令
和
3
年
12
月
1
日（
水
）

受
付
　
14
時
〜
16
時

●
会
場
　

富
岡
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
富
岡

市
田
篠
1
3
3
0

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科（
補
装
具

判
定
等
）

●
申
込
期
限
　
11
月
19
日（
金
）

●
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳

●
予
約・問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町

役
場
　
福
祉
課
　
福
祉
係
　

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

　
重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場
に

行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、自
宅

訪
問
も
行
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

〇
事
業
主
の
皆
様
へ

　
大
企
業
・
親
事
業
者
に
よ
る
長
時

間
労
働
の
削
減
等
の
取
組
が
、
下
請

等
中
小
事
業
者
に
対
す
る
適
正
な
コ

ス
ト
負
担
を
伴
わ
な
い
短
納
期
発

注
、
急
な
仕
様
変
更
な
ど
の
「
し
わ

寄
せ
」
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
、
中
小

企
業
庁
及
び
公
正
取
引
委
員
会
は
、

11
月
を
「
し
わ
寄
せ
」
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
月
間
と
位
置
づ
け
、
「
し
わ

寄
せ
」
防
止
に
向
け
た
集
中
的
な
周

知
・
啓
発
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
「
し
わ
寄
せ
」
防
止

特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

群
馬
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
　

働
き
方
・
休
み
方
改
善
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
（
社
会
保
険
労
務
士
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

https://w
ork-holiday.m

hlw
.

go.jp/shiw
ayoseboushi/

１１
月
は「
労
働
保
険
未
手
続

事
業
一掃
強
化
期
間
」で
す

下
仁
田
町
応
援
商
品
券
の

使
用
期
限
は
１２
月
３１
日（
金
）

ま
で
で
す

１１
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

「
C
+
W
a
l
k 

T
」の

試
乗
会
を
開
催

11
月
は「
し
わ
寄
せ
」防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

「
不
安
を
抱
え
る
女
性
へ
の

寄
り
添
い
相
談
支
援
事
業
」

（
ぐ
ん
ま・ほ
ほ
え
み
ネ
ッ
ト
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い

全
国
一斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退

共
）へ
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
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報しもにた
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強
化
期
間
」と
し
、
全
国
に
お
い
て
集

中
的
な
活
動
を
展
開
し
、
未
手
続
事

業
が
多
い
と
思
わ
れ
る
業
種
別
の
一

掃
対
策
を
強
化
す
る
等
、
全
国
に
お

い
て
集
中
的
加
入
促
進
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
本
活
動
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
皆
様

方
の
御
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

労
働
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
つ

い
て
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
4

ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監
督

署
・
各
公
共
職
業
安
定
所

　
質
量
計
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
メ
ー

タ
ー
、
体
温
計
、
血
圧
計
、
ガ
ソ
リ
ン

メ
ー
タ
ー
な
ど
、
私
た
ち
の
身
の
回

り
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
計
量
器
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
暮
ら
し
が

安
全
で
安
心
で
あ
る
た
め
に
は
、こ
れ

ら
の
計
量
器
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
群
馬
県
計
量
検
定
所
で
は
、
家
庭

の
体
重
計
や
料
理
用
は
か
り
な
ど
の

精
度
確
認
の
ご
依
頼
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。ま
た
、計
量
に
つ
い
て
の

ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。）

●
相
談
時
間
　
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

●
相
談
方
法
　
来
所
又
は
電
話

●
問
い
合
わ
せ
　

群
馬
県
計
量
検
定
所

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
２
４
３
６

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た

林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
に
国
が

作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や

め
た
と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全

体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

●
事
業
主
の
皆
様
へ

〇
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て

適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事

者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う

指
導
し
て
下
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
以
下
の
連
絡
先
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
来
る
11
月
12
日

（
金
）か
ら
同
月
18
日（
木
）ま
で
の
一

週
間
を「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
」
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
、
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・

悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓

口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
専

用
電
話
番
号
は
全
国
共
通
　

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

（
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
）

※
I
P
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

　
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間
は
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
土
曜
日
と

日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で
※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

●
受
付
時
間
　
平
日
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分

●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
―
２
２
１
―
４
４
６
６

●
内
容
　
群
馬
県
で
は
相
談
・
支
援

な
ど
の
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、改
善

命
令
や
行
政
指
導
、
罰
則
な
ど
の
対

象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

保
健
課
環
境
係
（
下
仁
田
町
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
今
年
度
お
配
り
し
た
下
仁
田
町
応

援
商
品
券
は
12
月
末
が
有
効
期
限
で

す
。

　
商
品
購
入
だ
け
で
な
く
、
整
髪
や

工
事
等
の
サ
ー
ビ
ス
、
飲
食
店
の
出

前
や
お
持
ち
帰
り
に
も
お
使
い
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

商
品
券
の
換
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
　

☎
64
―
８
８
０
５

　
下
仁
田
町
観
光
協
会
と
前
橋
工

科
大
学
地
域
・
交
通
計
画
研
究
室

が
共
同
で
「
C
+
W
a
l
k 

T
」
の

試
乗
会
を
開
催
し
ま
す
。開
催
日
等

に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

☎
03
―
6
7
3
1
―
2
8
8
9

https://w
w
w
.rintaikyo.taisyoku

kin.go.jp/

　
掃
除
や
片
付
け
で
出
た
ご
み
や
下

草
刈
り
な
ど
で
出
た
枯
草
・
枯
れ
枝

等
を
畑
や
庭
先
で
焼
却
す
る
行
為

（
野
焼
き
）は
、
法
律
や
県
条
例
及
び

町
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
焼
却
行
為
に
よ
り
発
生
す
る
煙
等

は
、
近
隣
住
民
の
健
康
被
害
や
生
活

環
境
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
空

気
が
乾
燥
し
、付
近
の
枯
草
や
山
林
、

建
物
へ
の
延
焼
す
る
恐
れ
が
高
く
、火

災
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。（
ご

み
焼
却
行
為
が
原
因
で
発
生
す
る
火

災
が
、
富
岡
甘
楽
広
域
圏
内
の
出
火

原
因
の
上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
）

　
ご
み
や
、庭
木
、枯
草
な
ど
は
燃
や

さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご
み
収

集
に
出
す
か
、直
接
、町
の
ご
み
焼
却

場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為
な
ど

①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
を
利

用
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

③
小
型
焼
却
炉
を
利
用
し
て
の
焼
却

●
違
反
す
る
と
…

　
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
焼

却
行
為
で
も
住
民
か
ら
煙
や
に
お
い

の
経
験
豊
富
な
民
間
団
体
に
委
託

し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
電
話
・

S
N
S
で
の
相
談
受
付
や
、
訪
問
・

同
行
等
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
相
談
窓
口
　〈
西
毛
地
域
〉

A
n
n
a
k
a  

ひ
だ
ま
り
マ
ル
シ
ェ

●
相
談
日
時
　

月
・
火
・
木
・
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

土
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

（
年
末
年
始
、祝
日
除
く
）

☎
０
２
７
―
３
８
４
―
３
１
３
１

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
ぐ
ん
ま
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
２
２
１
１

　「
労
働
保
険
」と
は
、
業
務
又
は
通

勤
に
起
因
し
て
負
傷
等
を
被
っ
た
労

働
者
に
対
し
て
補
償
を
行
う
労
働
者

災
害
補
償
保
険
（
労
災
保
険
）
と
労

働
者
が
失
業
し
た
際
に
生
活
の
安
定

等
を
図
る
雇
用
保
険
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
制
度
で
、
労
働
者
の
福
祉
の
向

上
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
「
未
手
続
事
業

一
掃
対
策
」を
、
年
間
を
通
じ
た
主
要

課
題
と
し
て
位
置
付
け
た
上
で
、
11

月
を「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃

●
日
時
　

令
和
3
年
11
月
13
日
（
土
）・
14
日

（
日
）両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
３

時●
開
催
場
所

交
流
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
道
の
駅
し

も
に
た
内
）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
67
―
7
5
0
0

※
C
+
W
a
l
k 

T
と
は
電
気
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
、
電
動
機
で
走

行
す
る
1
人
乗
り
の
新
し
い
移
動
手

段
で
す
。主
な
用
途
と
し
て
は
、高
齢

者
や
自
家
用
車
の
運
転
、
徒
歩
で
の

長
距
離
移
動
が
困
難
な
場
合
に
、
利

用
者
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
及
び
そ
の
ご
家
族
の

皆
さ
ん
へ

　
群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

●
日
時
　
令
和
3
年
12
月
1
日（
水
）

受
付
　
14
時
〜
16
時

●
会
場
　

富
岡
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
富
岡

市
田
篠
1
3
3
0

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科（
補
装
具

判
定
等
）

●
申
込
期
限
　
11
月
19
日（
金
）

●
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳

●
予
約・問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町

役
場
　
福
祉
課
　
福
祉
係
　

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

　
重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場
に

行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、自
宅

訪
問
も
行
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

〇
事
業
主
の
皆
様
へ

　
大
企
業
・
親
事
業
者
に
よ
る
長
時

間
労
働
の
削
減
等
の
取
組
が
、
下
請

等
中
小
事
業
者
に
対
す
る
適
正
な
コ

ス
ト
負
担
を
伴
わ
な
い
短
納
期
発

注
、
急
な
仕
様
変
更
な
ど
の
「
し
わ

寄
せ
」
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
、
中
小

企
業
庁
及
び
公
正
取
引
委
員
会
は
、

11
月
を
「
し
わ
寄
せ
」
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
月
間
と
位
置
づ
け
、
「
し
わ

寄
せ
」
防
止
に
向
け
た
集
中
的
な
周

知
・
啓
発
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
「
し
わ
寄
せ
」
防
止

特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

群
馬
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
　

働
き
方
・
休
み
方
改
善
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
（
社
会
保
険
労
務
士
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

https://w
ork-holiday.m

hlw
.

go.jp/shiw
ayoseboushi/

１１
月
は「
労
働
保
険
未
手
続

事
業
一掃
強
化
期
間
」で
す

下
仁
田
町
応
援
商
品
券
の

使
用
期
限
は
１２
月
３１
日（
金
）

ま
で
で
す

１１
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

「
C
+
W
a
l
k 

T
」の

試
乗
会
を
開
催

11
月
は「
し
わ
寄
せ
」防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

「
不
安
を
抱
え
る
女
性
へ
の

寄
り
添
い
相
談
支
援
事
業
」

（
ぐ
ん
ま・ほ
ほ
え
み
ネ
ッ
ト
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い

全
国
一斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退

共
）へ
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す



19 18下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

令和３年
第444号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公民館だより公民館だより

町民文化祭『作品展示会』開催町民文化祭『作品展示会』開催
　１１月１３日（土）～１５日（月）の３日間、第４２回町民文化祭『作品展示会』が、文化ホール
において開催されます。昨年は「新型コロナウイルス感染症拡大防止」のため開催することができ
ませんでしたが、文化協会会員のみなさんや町民の方々が、熱意ある心のこもった作品が制作され
ました。絵画、写真、手芸、書など、様々な作品が展示されます。見ているだけで心が和む作品や力
作が多数展示されますので、たくさんの方々のご来場をお待ちしております。１３日（土）には、下仁
田茶道会による抹茶サービスがあります。皆様のご来場をお待ちしております。
●期日　１１月１３日（土）～１５日（月）
●時間　１３日・１４日は午前１０時～午後４時
　　　    １５日は午前１０時～午後２時３０分
～個人作品募集中～
　文化協会会員の方は、所属する各団体の代表者にお申し込みください。その他個人で出品され
る方は、１１月１０日（水）までに下仁田町公民館へお申し込みください。申込書は下仁田町公民
館にあります。なお、出品はひとり１種目１点までとします。

サークル活動を紹介します！サークル活動を紹介します！
　町内でサークル活動をしている団体を紹介します。「何か始めてみたい」「趣味を楽しみたい」「仲間づくりをしたい」
とお考えの方、サークルに参加してみませんか？活動内容の詳細は各団体の連絡先へお問い合わせください。

　ノルディックウォーキングをとおして、健康増進や地域住民の
つながりをつくったり交流を目的とした市民活動団体です。
　定期的にノルディックウォーキングを開催したり、健康セミ
ナーも開催しています。また、中高年向けの「スマホ」教室も開催
する予定です。今後迎える「人生１００年時代」に向けて、健康
で楽しく過ごしたくはないですか。興味がある方は、是非、ご連絡
ください。お電話お待ちしています。 
●連絡先　代表　神戸春巳（☎０９０－３１４６－８９３６）

「そば打ち教室」のご案内
【初心者大歓迎】

「そば打ち教室」のご案内
【初心者大歓迎】

　そば打ちの教室を開催します。自分で打ったそばを食べてみませんか。
　初心者でも、簡単にそばが打てるように、解りやすく指導していただけます。
　出来た「手打ちそば」は、お持ち帰りいただき、家族皆さんで召し上がってください。
　申し込みをお待ちしています。※新型コロナウイルスの感染状況によっては、延期または中止の場合があります。
●日　時　１２月２２日（水）午前９時～
●場　所　下仁田町公民館２階栄養学習室
●対　象　成人
●定　員　１２名（先着順）
●講　師　中澤一夫先生（西牧）
●材料費　８００円（３人前分・北海道産のそば粉を使用、麺つゆ等含む）
●持ち物　エプロン、三角巾、タオル１本、タッパー（浅くて広め）等の容器（持ち帰り用）
●募　集　１１月１日（月）～
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

下仁田くるるの会下仁田くるるの会

令和3年11月25日（木）13:00～15：30
ソフトバンク　スマホアドバイザー
下仁田町公民館　3階
参加希望の方はお電話ください。
※申込期日：11月10日（水）17時まで
※定員：15名（先着順・参加無料）
☎090－3146－8936 下仁田くるるの会 神戸

日時
講師
場所
申込

はじめての
　　　スマホ体験講座

スマホをお持ちでない、使用したことがない方向けの講座です。
参加者お一人様につき、スマホを１台用意します。

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
秋
彼
岸
心
ば
か
り
の
旬
の
膳

　
　
　
　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
清
き
山
日
本
の
ス
イ
ス
和
美
峠

　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
風
や
さ
し
野
良
帰
り
の
背
秋
夕
焼

　
　

 

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
月
の
出
待
て
ど
望
な
く
床
に
付
く
覚
め
て
神
々
夜
半
の
万
月
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砂
利
道
を
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行
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ぬ
家
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も
み
じ
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え
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覚
め
ぬ
（
馬
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）

　山
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■
朝
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の
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く
風
肌
に
心
地
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山
の
里
秋
色
に
濃
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　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
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■
お
隣
の
青
天
の
佐
久
広
場
脇
手
に
取
る
冊
子
下
仁
田
め
ぐ
り

　
　
　
　
　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

さ
え
ぎ

ト
ン
ボ

モ
ク
セ
イ

み
ち

は
つ
を
ば
な

ス
イ
フ
ヨ
ウ

と
な
り

【
星
俳
句
会
九
月
句
会
】

■
木
犀
の
香
り
を
羽
織
る
風
の
径

　
　
　
　斉
藤
悦
子

■
体
重
計
味
覚
の
秋
を
自
粛
中

　
　
　
　
　須
藤
禮
子

■
コ
ロ
ナ
禍
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
終
わ
る

　永
井
波
江

■
瀬
の
音
を
遮
る
如
し
群
れ
蜻
蛉 

　
　
　
　吉
田
文
子

■
水
神
の
怒
り
の
ご
と
く
秋
出
水

　
　
　
　工
藤
初
恵

■
日
は
西
へ
ひ
か
り
を
揺
ら
す
初
尾
花

　
　
　高
田
ト
ク

■
強
き
陽
も
風
は
も
う
秋
連
れ
て
い
る

　
　
　新
井
笑
子

■
木
洩
れ
日
を
揺
ら
す
は
秋
の
蝶
二
頭

　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
山
の
端
の
日
差
し
濃
く
な
る
酔
芙
蓉

　
　
　今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

「
新
刊
図
書
情
報
」

著者名

小林光一

有川ひろ

門田泰明

麻倉一矢

秋川滝美

ソン・ウォンピョン

佐藤愛子

風野真知雄

芝村凉也

芝村凉也

南杏子

吉川トリコ

雨穴

著者名

坂井希久子

風野真知雄

風野真知雄

風野真知雄

風野真知雄

風野真知雄

風野真知雄

小野寺史宜

内田篤人

東野圭吾

岡本さとる

三輪途道

書名

名誉三冠小林光一　布石の神髄

みとりねこ

浮世絵宗次日月抄5　汝よさらば

剣客大名柳生俊平18　浮世絵の女

きよのお江戸料理日記2

三十の反撃

九十八歳　戦いやまず日は暮れず

南町奉行と大凶寺　耳袋秘帖新シリーズ

北の御番所反骨日録　春の雪

北の御番所反骨日録2　雷鳴

ヴァイタル・サイン

余命一年、男をかう

変な家

書名

色にいでにけり　江戸彩り見立て帖

わるじい慈剣帖1 いまいくぞ

わるじい慈剣帖2　これなあに

わるじい慈剣帖3　こわいぞお

わるじい慈剣帖4　ばあばです

わるじい慈剣帖5　あるいたぞ

わるじい慈剣帖6　おっとっと

とにもかくにもごはん

ウチダメンタル　心の幹を太くする術

透明な螺旋

駕籠屋春秋新三と太十

祈りのかたち

９
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

かんたん!
楽しい!

私にも
できる!
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　１１月１３日（土）～１５日（月）の３日間、第４２回町民文化祭『作品展示会』が、文化ホール
において開催されます。昨年は「新型コロナウイルス感染症拡大防止」のため開催することができ
ませんでしたが、文化協会会員のみなさんや町民の方々が、熱意ある心のこもった作品が制作され
ました。絵画、写真、手芸、書など、様々な作品が展示されます。見ているだけで心が和む作品や力
作が多数展示されますので、たくさんの方々のご来場をお待ちしております。１３日（土）には、下仁
田茶道会による抹茶サービスがあります。皆様のご来場をお待ちしております。
●期日　１１月１３日（土）～１５日（月）
●時間　１３日・１４日は午前１０時～午後４時
　　　    １５日は午前１０時～午後２時３０分
～個人作品募集中～
　文化協会会員の方は、所属する各団体の代表者にお申し込みください。その他個人で出品され
る方は、１１月１０日（水）までに下仁田町公民館へお申し込みください。申込書は下仁田町公民
館にあります。なお、出品はひとり１種目１点までとします。

サークル活動を紹介します！サークル活動を紹介します！
　町内でサークル活動をしている団体を紹介します。「何か始めてみたい」「趣味を楽しみたい」「仲間づくりをしたい」
とお考えの方、サークルに参加してみませんか？活動内容の詳細は各団体の連絡先へお問い合わせください。

　ノルディックウォーキングをとおして、健康増進や地域住民の
つながりをつくったり交流を目的とした市民活動団体です。
　定期的にノルディックウォーキングを開催したり、健康セミ
ナーも開催しています。また、中高年向けの「スマホ」教室も開催
する予定です。今後迎える「人生１００年時代」に向けて、健康
で楽しく過ごしたくはないですか。興味がある方は、是非、ご連絡
ください。お電話お待ちしています。 
●連絡先　代表　神戸春巳（☎０９０－３１４６－８９３６）

「そば打ち教室」のご案内
【初心者大歓迎】

「そば打ち教室」のご案内
【初心者大歓迎】

　そば打ちの教室を開催します。自分で打ったそばを食べてみませんか。
　初心者でも、簡単にそばが打てるように、解りやすく指導していただけます。
　出来た「手打ちそば」は、お持ち帰りいただき、家族皆さんで召し上がってください。
　申し込みをお待ちしています。※新型コロナウイルスの感染状況によっては、延期または中止の場合があります。
●日　時　１２月２２日（水）午前９時～
●場　所　下仁田町公民館２階栄養学習室
●対　象　成人
●定　員　１２名（先着順）
●講　師　中澤一夫先生（西牧）
●材料費　８００円（３人前分・北海道産のそば粉を使用、麺つゆ等含む）
●持ち物　エプロン、三角巾、タオル１本、タッパー（浅くて広め）等の容器（持ち帰り用）
●募　集　１１月１日（月）～
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

下仁田くるるの会下仁田くるるの会

令和3年11月25日（木）13:00～15：30
ソフトバンク　スマホアドバイザー
下仁田町公民館　3階
参加希望の方はお電話ください。
※申込期日：11月10日（水）17時まで
※定員：15名（先着順・参加無料）
☎090－3146－8936 下仁田くるるの会 神戸
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　　　スマホ体験講座

スマホをお持ちでない、使用したことがない方向けの講座です。
参加者お一人様につき、スマホを１台用意します。
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さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。
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色にいでにけり　江戸彩り見立て帖

わるじい慈剣帖1 いまいくぞ

わるじい慈剣帖2　これなあに

わるじい慈剣帖3　こわいぞお

わるじい慈剣帖4　ばあばです

わるじい慈剣帖5　あるいたぞ

わるじい慈剣帖6　おっとっと

とにもかくにもごはん

ウチダメンタル　心の幹を太くする術

透明な螺旋

駕籠屋春秋新三と太十

祈りのかたち

９
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

かんたん!
楽しい!

私にも
できる!
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ジオパークにおける教育活動のねらいジオパークにおける教育活動のねらい

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

日本ジオパーク認定１０周年特集号
　第３回の特集は、下仁田ジオパークで特に重点的に行ってきた教育活動とその成果についてご紹介しま
す。下仁田小学校・中学校では「郷土に親しみ、郷土を愛し、郷土を誇りに思う児童・生徒の育成」を
目標に掲げ地域学習に取り組んできました。またここ数年は、この目標を基にして高校や生涯学習分野にま
でこの教育活動を展開しています。団体毎にそれぞれの活動についてご紹介します。

ガイドと共に学校の周りの自然を調べたり、地域を
学習し、修学旅行先で自分たちが作ったパンフを
旅行客に配布し下仁田をPRしました。

下仁田小学校の活動下仁田小学校の活動
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碑
が
赤
城
山
の
利
平
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屋

の
脇
に
建
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ら
れ
て
い
ま
す
。赤
城
山

へ
は
30
回
余
も
登
っ
て
い
ま
す
が
、こ

の
歌
碑
に
出
会
っ
た
の
は
平
成
29
年

夏
で
し
た
。こ
こ
へ
も
数
回
は
訪
れ
て

い
ま
す
が
、こ
の
碑
と
出
会
っ
た
の
は

今
回
が
は
じ
め
て
で
す
。こ
の
歌
こ
そ

下
仁
田
葱
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
そ
う
で

す
。

　
歌
を
詠
ん
だ
の
は
佐
藤
惣
之
助
で

す
。氏
名
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
、こ
の
人
は
詩
人
か
ら

歌
謡
曲
の
作
詞
家
へ
と
手
を
つ
け
た

文
人
で
す
。１
９
３
３
年（
昭
和
８
）

頃
か
ら
手
が
け
た
歌
謡
曲
に
、赤
城

の
子
守
唄
、人
生
劇
場
、湖
畔
の
宿
な

ど
が
あ
り
ま
す
。下
仁
田
葱
の
歌
と

し
て
は
大
変
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。歌

詞
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、下
仁
田
葱

の
よ
う
に
さ
ぞ
自
慢
の
奥
様
だ
っ
た

よ
う
で
す
。赤
城
山
を
訪
れ
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
歌
碑
を
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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ろ
今
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も
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収
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と
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の
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を
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定
し
ま
し
た
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が
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の
日
と
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し
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。こ
れ
以
前
に
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し
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す
と
折
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の
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の
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げ
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に
提
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を
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し
た
が
、

３
回
位
で
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま
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し
た
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の
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の
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語り継がれる歴史語り継がれる歴史

「
上
州
と
　聞
け
ば
忠
治
と
　赤
城
山

下
仁
田
葱
と
　お
ら
が
女
房
」小学校で学んだ成果をより深めたり、下仁田をPR

するチラシ作りを行い、地域の魅力を広める活動
を行いました。

下仁田中学校の活動下仁田中学校の活動

「下仁田の産業は自然の恵みをどのように活かして
きたのだろうか」をテーマに白石工業白艶華工場
の見学やネギ畑の土壌などについて調べ、保護者
や地域の人たちに研究成果を発表しました。

下仁田高校の活動下仁田高校の活動

町公民館による「下仁田学」によって地域のことを
学ぶ機会ができました。「下仁田くるるの会」では健
康増進を目的にウォーキングをしながら発見した
地域の魅力を発信するマップ作りを行いました。

生涯学習分野での活動生涯学習分野での活動

町の皆様が世界遺産とジオパークのある町
「しもにた」を誇りに想い、語れることを
目標にこれからも活動を推進していきます。
皆様もぜひ行事などにご参加ください。

町の皆様が世界遺産とジオパークのある町
「しもにた」を誇りに想い、語れることを
目標にこれからも活動を推進していきます。
皆様もぜひ行事などにご参加ください。

「下仁田学」中小坂鉄山の見学「下仁田学」中小坂鉄山の見学 下仁田くるるの会の活動下仁田くるるの会の活動

下仁田町自然史館
●開館時間　午前9時から午後4時半●休館日　毎週水曜日
●問い合わせ　☎７０―３０７０
大人　２００円　高校生以下　１００円（下仁田町民無料）

●ジオの日美化活動ー諏訪神社・下仁田層ー
　20日の「ジオの日」は諏訪神社・下仁田層
で清掃活動を行います。終了後にはジオミニ講
座も行われます。皆様奮ってご参加ください。
日時　11月 20日（土）午前８時から
集合場所　諏訪神社駐車場
持ち物　軍手、長靴等作業しやすい服装
※マスク着用でご参加ください。
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

●学校教育分野
「しもにた」を学びより好きになってもらい、地域の担い
手を育成する事　
●生涯学習分野
町民の皆様がふるさと「しもにた」について、来訪客に伝
え、町一丸となった「おもてなし」ができる地域を作る
事。

ジオパークの会からのお知らせ
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ジオパークにおける教育活動のねらいジオパークにおける教育活動のねらい

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

日本ジオパーク認定１０周年特集号
　第３回の特集は、下仁田ジオパークで特に重点的に行ってきた教育活動とその成果についてご紹介しま
す。下仁田小学校・中学校では「郷土に親しみ、郷土を愛し、郷土を誇りに思う児童・生徒の育成」を
目標に掲げ地域学習に取り組んできました。またここ数年は、この目標を基にして高校や生涯学習分野にま
でこの教育活動を展開しています。団体毎にそれぞれの活動についてご紹介します。

ガイドと共に学校の周りの自然を調べたり、地域を
学習し、修学旅行先で自分たちが作ったパンフを
旅行客に配布し下仁田をPRしました。
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。

　
歌
を
詠
ん
だ
の
は
佐
藤
惣
之
助
で

す
。氏
名
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
、こ
の
人
は
詩
人
か
ら

歌
謡
曲
の
作
詞
家
へ
と
手
を
つ
け
た

文
人
で
す
。１
９
３
３
年（
昭
和
８
）

頃
か
ら
手
が
け
た
歌
謡
曲
に
、赤
城

の
子
守
唄
、人
生
劇
場
、湖
畔
の
宿
な

ど
が
あ
り
ま
す
。下
仁
田
葱
の
歌
と

し
て
は
大
変
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。歌

詞
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、下
仁
田
葱

の
よ
う
に
さ
ぞ
自
慢
の
奥
様
だ
っ
た

よ
う
で
す
。赤
城
山
を
訪
れ
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
歌
碑
を
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
ろ
そ
ろ
今
年
も
下
仁
田
葱
の
収

穫
が
ま
じ
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。数

年
前
に
町
と
し
て「
下
仁
田
葱
の
日
」

を
設
定
し
ま
し
た
。11
月
23
日
が
葱

の
日
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
以
前
に
販

売
し
ま
す
と
折
角
の
下
仁
田
葱
の
品

質
に
傷
が
つ
き
ま
す
。霜
が
１
〜
２

度
降
り
た
頃
か
ら
味
が
良
好
と
な
り

ま
す
。私
は
、下
仁
田
葱
の
日
を
制
定

す
る
折
に
、町
民
全
体
が
葱
に
関
わ

り
を
持
つ
よ
う
に
、小
・
中
学
生
に
は

下
仁
田
葱
の
絵
や
作
文
を
、町
民
に

は
俳
句
や
短
歌
等
を
作
っ
て
盛
り
上

げ
る
よ
う
に
提
案
を
し
ま
し
た
が
、

３
回
位
で
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
佐
藤
惣
之
助
の
よ
う
に「
下
仁
田

葱
と
お
ら
が
女
房
」と
自
慢
で
き
る

よ
う
に
町
民
全
体
が
下
仁
田
葱
に
関

心
を
以
て
、ブ
ラ
ン
ト
と
し
て
の
下
仁

田
葱
を
自
信
を
持
っ
て
販
売
し
た
い

も
の
で
す
。葱
栽
培
の
中
心
地
で
あ
る

馬
山
地
区
で
は
、生
産
者
が
下
仁
田

葱
の
品
質
を
守
り
、消
費
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に
よ
り
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を
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や
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や
短
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を
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佐
藤
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之
助
の
よ
う
に「
下
仁
田

葱
と
お
ら
が
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房
」と
自
慢
で
き
る

よ
う
に
町
民
全
体
が
下
仁
田
葱
に
関
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を
以
て
、ブ
ラ
ン
ト
と
し
て
の
下
仁

田
葱
を
自
信
を
持
っ
て
販
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し
た
い

も
の
で
す
。葱
栽
培
の
中
心
地
で
あ
る

馬
山
地
区
で
は
、生
産
者
が
下
仁
田

葱
の
品
質
を
守
り
、消
費
者
に
よ
り

よ
い
葱
を
販
売
す
る
よ
う
に
と
下
仁

田
葱
の
箱（
緑
）を
作
成
し
て
い
ま

す
。

　
下
仁
田
葱
は
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
全

国
大
会
に
行
っ
て
も
知
ら
な
い
人
は

な
い
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。上
毛

カ
ル
タ
で
も「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下

仁
田
名
産
」と
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
、約
束
ご
と
を
守
る
こ
と

に
よ
っ
て
、自
信
を
も
っ
て
下
仁
田
葱

の
販
路
を
広
め
る
こ
と
に
し
た
い
も

の
で
す
。今
ま
で
折
角
築
き
上
げ
た

「
下
仁
田
葱
」の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
を

し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。「
下
仁
田
葱
の
日
」と
は
、葱
の
販

売
の
目
安
と
な
る
も
の
で
す
。

　
佐
藤
惣
之
助
の
奥
さ
ん
の
よ
う

に
、自
慢
の
下
仁
田
葱
を
消
費
者
の

皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

守
ろ
う
よ
　下
仁
田
葱
の

　販
売
日

後
の
世
ま
で
の
　約
束
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
の
　下
仁
田
ネ
ギ
を

　守
ろ
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こ
と
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大
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す
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の
日
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は
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の
販
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の
目
安
と
な
る
も
の
で
す
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佐
藤
惣
之
助
の
奥
さ
ん
の
よ
う

に
、自
慢
の
下
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田
葱
を
消
費
者
の

皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

守
ろ
う
よ
　下
仁
田
葱
の

　販
売
日

後
の
世
ま
で
の
　約
束
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
の
　下
仁
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ネ
ギ
を

　守
ろ
う
よ

味
も
確
か
な
　ネ
ギ
の
日
定
め

里
見
哲
夫

下
仁
田
葱
の
歌

下
仁
田
葱
の
歌

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

「
上
州
と
　聞
け
ば
忠
治
と
　赤
城
山

下
仁
田
葱
と
　お
ら
が
女
房
」小学校で学んだ成果をより深めたり、下仁田をPR

するチラシ作りを行い、地域の魅力を広める活動
を行いました。

下仁田中学校の活動下仁田中学校の活動

「下仁田の産業は自然の恵みをどのように活かして
きたのだろうか」をテーマに白石工業白艶華工場
の見学やネギ畑の土壌などについて調べ、保護者
や地域の人たちに研究成果を発表しました。

下仁田高校の活動下仁田高校の活動

町公民館による「下仁田学」によって地域のことを
学ぶ機会ができました。「下仁田くるるの会」では健
康増進を目的にウォーキングをしながら発見した
地域の魅力を発信するマップ作りを行いました。

生涯学習分野での活動生涯学習分野での活動

町の皆様が世界遺産とジオパークのある町
「しもにた」を誇りに想い、語れることを
目標にこれからも活動を推進していきます。
皆様もぜひ行事などにご参加ください。

町の皆様が世界遺産とジオパークのある町
「しもにた」を誇りに想い、語れることを
目標にこれからも活動を推進していきます。
皆様もぜひ行事などにご参加ください。

「下仁田学」中小坂鉄山の見学「下仁田学」中小坂鉄山の見学 下仁田くるるの会の活動下仁田くるるの会の活動

下仁田町自然史館
●開館時間　午前9時から午後4時半●休館日　毎週水曜日
●問い合わせ　☎７０―３０７０
大人　２００円　高校生以下　１００円（下仁田町民無料）

●ジオの日美化活動ー諏訪神社・下仁田層ー
　20日の「ジオの日」は諏訪神社・下仁田層
で清掃活動を行います。終了後にはジオミニ講
座も行われます。皆様奮ってご参加ください。
日時　11月 20日（土）午前８時から
集合場所　諏訪神社駐車場
持ち物　軍手、長靴等作業しやすい服装
※マスク着用でご参加ください。
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

●学校教育分野
「しもにた」を学びより好きになってもらい、地域の担い
手を育成する事　
●生涯学習分野
町民の皆様がふるさと「しもにた」について、来訪客に伝
え、町一丸となった「おもてなし」ができる地域を作る
事。

ジオパークの会からのお知らせ
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健康健康

　
乳
が
ん
は
、
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で

最
も
多
い
が
ん
で
、
一
生
涯
に
一
度
乳
が

ん
に
な
る
女
性
は
、
9
人
に
１
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、

20
代
か
ら
30
代
が
最
も
多
い
が
ん
で
す
。

初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
症
状
の
な
い
の
が

普
通
で
、
症
状
が
な
く
て
も
が
ん
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
デ
リ
ケ
ー

ト
な
部
分
の
検
査
で
す
が
、
自
分
自
身
の

た
め
、
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め

に
も
、
2
年
に
１
度
は
が
ん
検
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
で
、
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
事
前
予
約
制
】乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

40歳以上の女性で
令和３年4月1日現在偶数年齢の方
視触診（医師の診察）とマンモグラフィ

・自宅で検温してから、検診にお越しください。（37.5℃以上の場合は、別の日に受診を
お願いします）
・マスクの着用をお願いいたします。

●問い合わせ　保健課　保健推進係（保健センター内）　☎82－5490

11/1（月）8：30から☎82-5490にて受付開始（各日70名の予約制）

20歳以上の女性で
令和３年4月1日現在偶数年齢の方
子宮頸部細胞診検査

生年月日

昭和55年4月2日～昭和56年4月1日

昭和50年4月2日～昭和51年4月1日

昭和45年4月2日～昭和46年4月1日

昭和40年4月2日～昭和41年4月1日

昭和35年4月2日～昭和36年4月1日

乳がん検診

R3.4.1現在

４０歳

45歳

50歳

55歳

60歳

●内容

無料クーポン
対象者

検診日の
注意事項

対象者

検診内容
持参する物

予約方法

自己負担金

生年月日

平成12年4月2日～平成13年4月1日

平成7年4月2日～平成8年4月1日

平成2年4月2日～平成3年4月1日

昭和60年4月2日～昭和61年4月1日

昭和55年4月2日～昭和56年4月1日

子宮頸がん検診

R3.4.1現在

２０歳

25歳

30歳

35歳

40歳

受診票・自己負担金

ただし、無料クーポン対象者は自己負担なし。6月に配付したクーポンを持参してください。
1,000円 500円

令和３年
12月23日（木）

活性化センター
（本宿）

日　程 会　場 対象地区

保健センター

保健センター

保健センター

西牧地区

青倉地区
小坂地区

馬山地区

下仁田地区

令和４年
１月５日（水）

令和４年
１月22日（土）

令和４年
２月２日（水）

13時～13時15分 13時～13時15分

●受付時間（予約した受付時間内に会場へお越しください）

●集団検診日程（他地区でも受診可能です）

①13時15分～13時30分

②13時30分～13時45分

③13時45分～14時00分

④14時00分～14時15分

乳がんのみ 乳・子宮頸がん 子宮頸がんのみ

11月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

11/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

おともだちとあそぼう
園庭開放

11/9（火）

１０：００～１１：３０

　
県
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
会

場
と
し
、特
定
健
診
や
が
ん
検
診
等

の
普
及
啓
発
・
受
診
促
進
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

け
ん
し
ん
事
業
と
し
て「
乳
が
ん
検

診
」を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
16
日（
木
）

午
後
12
時
〜
８
時

●
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田

●
検
査
内
容
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
の
み

●
自
己
負
担
金
　
１
，０
0
0
円

（
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
は
無
料
）

●
対
象
者
　
令
和
3
年
度
下
仁
田

町
乳
が
ん
検
診
対
象
者

●
定
員
　
80
名

●
予
約
方
法

群
馬
県
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
希
望

者
が
申
請

●
予
約
期
間

11
月
1
日
〜
11
月
30
日

●
手
続
き
名
　
令
和
3
年
度
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
け
ん
し
ん
乳
が
ん
検

診
申
込
フ
ォ
ー
ム

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　
保
健

推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

　
広
報
10
月
号
に
掲
載
し
た
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、医
療
機

関
の
追
加
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
追
加
医
療
機
関

保
阪
医
院

●
住
所

富
岡
市
七
日
市
1
6
2
1

●
電
話
番
号

☎
67
―
5
7
3
3

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
医
療
機
関

追
加
に
つ
い
て

群
馬
県
乳
が
ん
検
診
事
業

予約は
ここからです
予約は

ここからです
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健康健康
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は
、
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で

最
も
多
い
が
ん
で
、
一
生
涯
に
一
度
乳
が

ん
に
な
る
女
性
は
、
9
人
に
１
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、

20
代
か
ら
30
代
が
最
も
多
い
が
ん
で
す
。

初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
症
状
の
な
い
の
が

普
通
で
、
症
状
が
な
く
て
も
が
ん
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
デ
リ
ケ
ー

ト
な
部
分
の
検
査
で
す
が
、
自
分
自
身
の

た
め
、
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め

に
も
、
2
年
に
１
度
は
が
ん
検
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
で
、
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
事
前
予
約
制
】乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

40歳以上の女性で
令和３年4月1日現在偶数年齢の方
視触診（医師の診察）とマンモグラフィ

・自宅で検温してから、検診にお越しください。（37.5℃以上の場合は、別の日に受診を
お願いします）
・マスクの着用をお願いいたします。

●問い合わせ　保健課　保健推進係（保健センター内）　☎82－5490

11/1（月）8：30から☎82-5490にて受付開始（各日70名の予約制）

20歳以上の女性で
令和３年4月1日現在偶数年齢の方
子宮頸部細胞診検査

生年月日

昭和55年4月2日～昭和56年4月1日

昭和50年4月2日～昭和51年4月1日

昭和45年4月2日～昭和46年4月1日

昭和40年4月2日～昭和41年4月1日

昭和35年4月2日～昭和36年4月1日

乳がん検診

R3.4.1現在

４０歳

45歳

50歳

55歳

60歳

●内容

無料クーポン
対象者

検診日の
注意事項

対象者

検診内容
持参する物

予約方法

自己負担金

生年月日

平成12年4月2日～平成13年4月1日

平成7年4月2日～平成8年4月1日

平成2年4月2日～平成3年4月1日

昭和60年4月2日～昭和61年4月1日

昭和55年4月2日～昭和56年4月1日

子宮頸がん検診

R3.4.1現在

２０歳

25歳

30歳

35歳

40歳

受診票・自己負担金

ただし、無料クーポン対象者は自己負担なし。6月に配付したクーポンを持参してください。
1,000円 500円

令和３年
12月23日（木）

活性化センター
（本宿）

日　程 会　場 対象地区

保健センター

保健センター

保健センター

西牧地区

青倉地区
小坂地区

馬山地区

下仁田地区

令和４年
１月５日（水）

令和４年
１月22日（土）

令和４年
２月２日（水）

13時～13時15分 13時～13時15分

●受付時間（予約した受付時間内に会場へお越しください）

●集団検診日程（他地区でも受診可能です）

①13時15分～13時30分

②13時30分～13時45分

③13時45分～14時00分

④14時00分～14時15分

乳がんのみ 乳・子宮頸がん 子宮頸がんのみ

11月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

11/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

おともだちとあそぼう
園庭開放

11/9（火）

１０：００～１１：３０

　
県
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
会

場
と
し
、特
定
健
診
や
が
ん
検
診
等

の
普
及
啓
発
・
受
診
促
進
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

け
ん
し
ん
事
業
と
し
て「
乳
が
ん
検

診
」を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
16
日（
木
）

午
後
12
時
〜
８
時

●
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田

●
検
査
内
容
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
の
み

●
自
己
負
担
金
　
１
，０
0
0
円

（
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
は
無
料
）

●
対
象
者
　
令
和
3
年
度
下
仁
田

町
乳
が
ん
検
診
対
象
者

●
定
員
　
80
名

●
予
約
方
法

群
馬
県
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
希
望

者
が
申
請

●
予
約
期
間

11
月
1
日
〜
11
月
30
日

●
手
続
き
名
　
令
和
3
年
度
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
け
ん
し
ん
乳
が
ん
検

診
申
込
フ
ォ
ー
ム

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　
保
健

推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

　
広
報
10
月
号
に
掲
載
し
た
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、医
療
機

関
の
追
加
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
追
加
医
療
機
関

保
阪
医
院

●
住
所

富
岡
市
七
日
市
1
6
2
1

●
電
話
番
号

☎
67
―
5
7
3
3

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
医
療
機
関

追
加
に
つ
い
て

群
馬
県
乳
が
ん
検
診
事
業

予約は
ここからです
予約は

ここからです
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約３分間の健康講話が聞けます
月／リウマチと免疫　　　　　　火／月経痛と出血量
水／歯とジュースとおやつ　　　木／採血なしで２４時間血糖測定
金／毛染め　　　　　　　　　　土日／夜尿症って何歳から？
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１１日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン11月☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（11月～12月）」

富岡保健福祉事務所　11月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

12月24日（金）

11月9日（火）
12月7日（火）

11月26日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和3年8月～9月生まれ

令和3年5月～6月生まれ

令和3年2月～3月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

平成30年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月10日（金）
予約締切日
12月8日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

11月2・16（火）

11月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

広
報しもにた

受診前にまずは電話相談を！
◆かかりつけ医、または近くの医療機関に電話で相談してください。電話診療により、発熱外来の紹介・予約をお知らせされます。
◆かかりつけ医がなくどこへ電話してよいか迷う場合は「群馬県受診・相談コールセンター」（☎0570－082－820：24時間
対応）に電話する。診療・検査外来の案内や、新型コロナウイルス感染症に関する一般相談にも対応します。
※小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、または小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

発熱がある場合
の受診方法

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
休止中です

富岡甘楽新型コロナ発熱外来設置中のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

『知って実践フレイル予防』

●11月　フレイル予防講座

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）（地域包括支援センター）

内　　容：保健師による ①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
申し込み：11月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり

会　場

交流防災ステーション

（道の駅）

西牧活性化センター

下仁田町公民館

実施日

22（月）

時　間

１３：３０～１４：３０

当日は下記を確認の上、ご参加を♥
●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定

●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

9（火）

16（火）

●閉じこもりがちな生活で…廃用症候群に
・体を使わないことで起こる症状
・座りがちな生活で起こりうる症状

・関節が硬くなる・骨がスカスカにもろくなる
・血液を送る力が弱る・立ちくらみ
・間違えて気管に異物→肺炎
・足の静脈に血栓ができる
・元気がなくなる・認知機能の低下
・とこずれ・おしっこの色が悪くなる　等

●交流の大切さ
　「大好きなあの人にしばらく会っていない」そんな日も長引いてきました。まだ油断はできませんが、
感染対策をしながらの交流が大切です。ご近所の方やお友達が、元気がなかったり、転びやすくなってい
たり…心配な様子に気づいた時は、地域包括支援センターにご相談ください。
　まずはフレイル予防講座に出かけてみませんか？

フレイルの
原因の一つ

フレイル廃用症候群

活動量の低下

筋力の低下 体力の低下

外出機会の減少

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆１１月 ７日（日）菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
◆１１月２１日（日）小柳由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
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約３分間の健康講話が聞けます
月／リウマチと免疫　　　　　　火／月経痛と出血量
水／歯とジュースとおやつ　　　木／採血なしで２４時間血糖測定
金／毛染め　　　　　　　　　　土日／夜尿症って何歳から？
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１１日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン11月☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（11月～12月）」

富岡保健福祉事務所　11月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

12月24日（金）

11月9日（火）
12月7日（火）

11月26日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和3年8月～9月生まれ

令和3年5月～6月生まれ

令和3年2月～3月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

平成30年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月10日（金）
予約締切日
12月8日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

11月2・16（火）

11月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

広
報しもにた

受診前にまずは電話相談を！
◆かかりつけ医、または近くの医療機関に電話で相談してください。電話診療により、発熱外来の紹介・予約をお知らせされます。
◆かかりつけ医がなくどこへ電話してよいか迷う場合は「群馬県受診・相談コールセンター」（☎0570－082－820：24時間
対応）に電話する。診療・検査外来の案内や、新型コロナウイルス感染症に関する一般相談にも対応します。
※小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、または小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

発熱がある場合
の受診方法

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
休止中です

富岡甘楽新型コロナ発熱外来設置中のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

『知って実践フレイル予防』

●11月　フレイル予防講座

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）（地域包括支援センター）

内　　容：保健師による ①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
申し込み：11月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり

会　場

交流防災ステーション

（道の駅）

西牧活性化センター

下仁田町公民館

実施日

22（月）

時　間

１３：３０～１４：３０

当日は下記を確認の上、ご参加を♥
●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定

●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

9（火）

16（火）

●閉じこもりがちな生活で…廃用症候群に
・体を使わないことで起こる症状
・座りがちな生活で起こりうる症状

・関節が硬くなる・骨がスカスカにもろくなる
・血液を送る力が弱る・立ちくらみ
・間違えて気管に異物→肺炎
・足の静脈に血栓ができる
・元気がなくなる・認知機能の低下
・とこずれ・おしっこの色が悪くなる　等

●交流の大切さ
　「大好きなあの人にしばらく会っていない」そんな日も長引いてきました。まだ油断はできませんが、
感染対策をしながらの交流が大切です。ご近所の方やお友達が、元気がなかったり、転びやすくなってい
たり…心配な様子に気づいた時は、地域包括支援センターにご相談ください。
　まずはフレイル予防講座に出かけてみませんか？

フレイルの
原因の一つ

フレイル廃用症候群

活動量の低下

筋力の低下 体力の低下

外出機会の減少

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆１１月 ７日（日）菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
◆１１月２１日（日）小柳由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
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」

コ
ロ
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収
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を
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い

　
　
　
　「
秋
の
月
夜
に
大
輪
の
花
火
」

１０月１７日
元気な下仁田を愛する有志の
皆様による打ち上げ花火

人口
　男
　女
世帯

（　18）
（　 6）
（ 12）
（　 1）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,819人
3,357人
3,462人
3,254世帯

転入  4人/  出生 0人
転出  6人/  死亡 16人

（10月1日現在）

（9月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No787

月月

有
料
広
告

9月届出分〈敬称略・順不同〉

　　　　　 
●町に三千万円の寄付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
●新型コロナウイルスワクチンについて・・・・・・・・・・・P4～P5
●財政状況をお知らせします・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8～P11

トピックス

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（アヤ子）
（宏　行）
（松成恵子）
（渡邉昇）
（原直子）
（園　江）
（武　司）
（澄　子）
（並木千年）
（　博　）
（重　章）
（かつ江）

中　央
仲　町
東　町
大　東
仲　町
東　町
中小坂
東　町
南野牧
東野牧
大桑原
本　宿

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

マイナンバーカード
申請サポート実施中

●住民係窓口にて、顔写真
　を撮影させていただきます。
●初回交付申請は手数料無
　料です。
●一人につき
　約1０分程度

マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中
マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中


